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志布志市の台所事情を公開します特集

一般会計の決算状況
平成 19 年度歳出決算額　　１７９億６, ７７９万６千円

総務費
22 億 67 万 8

千円
（12.2%）

民生費
50 億 4,466 万 4 千円

（28.1%）

衛
生
費

農林水産業費
22 億 78 万 3

千円
（12.2%）

土木費
16 億 3,580
万 9 千円

（9.1%）

消
防
費

教育費
17億996万

5千円
（9.5%）

公債費
26 億 4,078 万
　　　6 千円

（14.7%）

平成 18 年度歳出決算額　　１７９億３, ６７５万９千円
総務費

22 億 5,780 万
3 千円

（12.6%）

民生費
49 億 1,844 万 4 千円

（27.4%）

衛
生
費

農林水産業費
19億924万

3 千円
（10.6%）

土木費
16億8,204
万7 千円

（9.4%）

消
防
費

教育費
17億3,295
万8千円

（9.7%）

災
害
復
旧
費

公債費
26 億 4,651 万

3 千円
（14.7%）

性 質 別 経 費 内　　　容　　　　

義
務
的
経
費

人件費（１８．４％）
３３億 ６７８万１千円

市議会議員の報酬並びに市長など特別職及び職員の給与に要した経費です。

公債費（１４．７％）
２６億４，０７８万６千円

借入れしている市債の返済に要した経費です。

扶助費（１５．６％）
２８億 １２０万４千円

生活保護、児童福祉及び老人福祉等に要した経費です。

投
資
的
経
費

普通建設事業費（１７．９％）
３２億２，１８０万２千円

建物の建設及び道路工事等に要した経費です。

災害復旧費（２．４％）
４億３，２１９万３千円

災害が発生したときに、その復旧作業に要した経費です。

そ

の

他

物件費（１１．０％）
１９億７，３８９万７千円

旅費、賃金、備品購入費及び委託料等事務的な経費です。

補助費等（９．７％）
１７億４，０６０万３千円

一部事務組合や各種団体への負担金や補助金等に要した経費です。

維持補修費（０．６％）
１億 ６３７万２千円

施設の維持補修等に要した経費です。

積立金（０．７％）
１億２，８９６万７千円

各種基金への積立金です。

その他（９．０％）
１６億１，５１９万１千円

特別会計（国民健康保険、老人保健、介護保険、下水道管理及び公共下水
道事業等）へ支出した経費等です。

　　歳入決算　１８３億３，３０３万３千円
　　歳出決算　１７９億６，７７９万６千円
平成 19 年度の決算状況と平成 20 年度上半期の財政状況が公表されました。
先に公表された財政状況の中から、平成 19 年度の決算状況について主なものをご紹介します。

平成 19 年度歳入決算額　　１８３億３，３０３万３千円
自主財源（30.5％） 依 存 財 源 （ 6 9 . 5 ％ ）

市税
33 億 4,819 万 2 千円

（18.3％）

繰
入
金

地方交付税
69 億 382 万 9 千円

（37.7%）

市債
   20 億
2,100 万円
（11.0%）

国庫支出金
 16 億
9,910 万 6 千円
（9.3%）

県
支
出
金

平成 18 年度歳入決算額　　１８４億１，６０９万１千円
自主財源（25.8％） 依 存 財 源 （ 7 4 . 2 ％ ）

市税
31 億 6,722 万円

（17.2％）

繰
入
金

地方交付税
71 億 5,499 万 6 千円

（38.9%）

市債
22 億 800 万

円
（12.0%）

国庫支出金
19 億 1,092
万 8 千円

（10.4%）

県
支
出
金

地
方
譲
与
税

　歳出決算の内訳は次のグラフのとおりです。歳出総額では前年度に比べて
３，１０３万７千円の増となりました。
　	特別会計等の決算状況を次のページでご紹介します。

平
成
19
年
度

歳出決算の内訳

議会費
2億4,514万5千円

(1.4%)

衛生費
10億9,029万3千円

（6.1%）

商工費
2億7,447万8千円

（1.5%）

消防費
5億316万3千円

（2.8%）

災害復旧費
4億2,203万2千円

（2.4%）

議会費
2億2,993万3千円

（1.3%）

衛生費
9億6,397万9千円

（5.4%）

商工費
2億5,690万9千円

（1.4%）

消防費
5億3,859万9千円

（3.0%）

災害復旧費
8億33万1千円

（4.5%）

繰越金 4 億 7,933 万 2 千円 2.6%
財産収入 3,764 万 4 千円 0.2%
使用料及び手数料 1 億 8,192 万円 1.0%
寄付金 15 万円 0.0%
諸収入 3 億 6,532 万円 2.0%
分担金及び負担金 2 億 1,852 万 8 千円 1.2%
繰入金 9 億 6,526 万 4 千円 5.2%

県支出金 13 億 5,052 万 7 千円 7.4%
地方譲与税 3 億 2,386 万 1 千円 1.8%
地方消費税交付金 3 億 918 万 3 千円 1.7%
その他 1 億 2,917 万 7 千円 0.6%

（単位 : 千円）
市税の内訳 平成 19 年度 平成 18 年度 前年度比
個人市民税 939,608 749,374 ２５．４％
法人市民税 317,710 312,802 １．６％
固定資産税 1,642,372 1,639,407 ０．２％

交付金及び
納付金 42,310 42,541 －０．５％

軽自動車税 90,371 87,889 ２．８％
市たばこ税 315,821 335,207 －５．８％

計 3,348,192 3,167,220 ５．７％

	　歳入決算の内訳は次のグラフのとおりです。歳入総額では前年度
に比べて８，３０５万８千円、０．５％の減となりました。
	　歳入のうち、自主財源は、市税及び繰入金等の増に伴い、前年度
と比べて８億４，６９３万６千円、１７．８％の増となりました。
	　また、依存財源は、地方交付税及び国庫支出金等の減に伴い、前
年度と比べて９億２，９９９万４千円、６．８％の減となりました。

歳入決算の内訳

（単位 : 千円）
その他の内訳 平成 19 年度 平成 18 年度 前年度比

自動車取得税交付金 75,634 82,973 －８．８％
交通安全対策特別交付金 8,414 8,931 －５．８％

利子割交付金 11,112 8,439 ３１．７％
地方特例交付金 24,545 60,508 －５９．４％

配当割交付金 5,809 4,323 ３４．４％
株式等譲渡所得割交付金 2,803 4,509 －３７．８％
ゴルフ場利用税交付金 860 982 －１２．４％

計 129,177 170,665 －２４．３％

地方自治法第 243 条の 3 第 1 項及び志布志市財政状況の公表に関する
条例第 2 条第 1 項の規定に基づき、志布志市の財政状況を公表します。

繰越金 3 億 2,199 万７千円 1.7%
財産収入 4,332 万 8 千円 0.2%
使用料及び手数料 2 億    181 万 6 千円 1.1%
寄付金 464 万円 0.0%
諸収入 2 億 8,476 万 7 千円 1.5%
分担金及び負担金 2 億 1,181 万 1 千円 1.2%
繰入金 5 億 1,383 万 5 千円 2.8%

県支出金 13 億 6,662 万 1 千円 7.4%
地方譲与税 5 億 3,857 万 7 千円 2.9%
地方消費税交付金 3 億 1,689 万円 1.7%
その他 1 億 7,066 万 5 千円 0.9%
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■市債の状況■　　　　（単位 : 千円 ,%）
区　分 借 入 残 高 構 成 比

総 務 債 641,847 2.9
民 生 債 563,794 2.5
衛 生 債 81,000 0.4
農林水産業債 2,863,662 12.8
商 工 債 73,019 0.3
土 木 債 10,777,760 48.3
消 防 債 255,683 1.2
教 育 債 2,092,397 9.4
災 害 復 旧 債 250,899 1.1
そ の 他 4,716,227 21.1
合 　 計 22,316,288 100.0

■市有財産の現在高■
区　分 数 量 お よ び 現 在 高

土 地 11,928,564.87㎡
建 物 201,110.84㎡
山 林 196,965.07㎡
有 価 証 券 255,460 千円
出資による権利 142,442 千円
債 権 921,579 千円
物 品 車両等 196 台
基 金 5,751,914 千円

■特別会計決算額■　　　　　　　　（単位 : 千円）
区　分 収 入 済 額 支出済額 差引残額

国民健康保険 4,830,310 4,781,691 48,619
老 人 保 健 4,607,901 4,578,891 29,010
介 護 保 険 3,078,660 2,981,416 97,244
下 水 道 管 理 334,784 324,763 10,021
公共下水道事業 4,607 4,442 165
国 民 宿 舎 307,175 306,281 894
　 合　　 計　 13,163,438 12,977,484 185,954

■水道事業会計決算額■　　　　　　　　　（単位 : 千円）
区　分 収 入 済 額 支 出 済 額 差引残額

収
益
的

営 業 収 支 565,998 478,836 87,162
営 業 外 収 支 17,981 50,615 △ 32,634
付 帯 事 業 収 支 5,240 97 5,143
そ の 他 0 0 0
　 小 計 　 589,219 529,548 59,671

資
本
的

補助金・工事費 176,788 382,564 △ 205,776
工事負担金・公債費 166,842 115,581 51,261
固 定 資 産 売 却
益・ 予 備 費 0 0 0

　 小 　 計 　 343,630 498,145 △ 154,515
　 合 　 計 　 932,849 1,027,693 △ 94,844

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額 154,515
　千円は、引継金 50,542 千円、過年度分損益勘定留保資
　金 89,636 千円及び当年度分消費税及び地方消費税資本
　的収支調整額 14,337 千円で補てんされました。

平成 19 年度決算状況
平成 19 年度の市債、財産状況及び特別会計、水道事業会計の決算状況は以下のとおりです。

■歳入歳出予算執行状況■　　　　　　　　　　 （単位 : 千円 ,%）
区　分 予 算 現 額 収入済額 収入率 支出済額 支出率

一 般 会 計 20,668,122 9,818,432 47.5 9,649,191 46.7

特
別
会
計

国民健康保険 4,868,126 1,911,181 39.3 1,970,862 40.5
老 人 保 健 596,182 397,395 66.7 421,854 70.8
後期高齢者医療 383,210 96,391 25.2 54,737 14.3
介 護 保 険 3,126,677 1,305,634 41.8 1,227,909 39.3
下 水 道 管 理 313,892 147,848 47.1 138,582 44.1
公共下水道事業 4,500 4,666 103.7 2,227 49.5
国 民 宿 舎 111,515 53,398 47.9 53,212 47.7

　 合 　 計 　 30,072,224 13,734,945 45.7 13,518,574 45.0

■水道事業会計執行状況■　　　　（単位 : 千円 ,%）
区　分 予 算 現 額 支 出 済 額 執行率

収
益
的

収 益 603,758 287,741 47.7
支 出 567,863 162,299 28.6
小 計 1,171,621 450,040 38.4

資
本
的

収 益 546,028 0 0.0
支 出 781,745 82,305 10.5
小 計 1,327,773 82,305 6.2

　 合 　 計 　 2,499,394 532,345 21.3

平成 20 年度上半期執行状況
平成 20 年 9 月 30 日現在（前年度からの繰越事業を含む）の執行状況をお知らせします。

■一般会計内訳■　　　　　（単位 : 千円 ,%）
区　分 予 算 現 額 収入済額 収入率

歳

入

市 税 3,235,435 2,093,710 64.7
地方交付税 6,909,942 4,796,715 69.4
国庫支出金 1,722,680 414,753 24.1
県 支 出 金 1,217,228 196,124 16.1
繰 入 金 2,401,852 1,327,739 55.3
諸 収 入 325,970 103,984 31.9
市 債 3,304,600 0 0.0
そ の 他 1,550,415 885,407 57.1

　 合　 計　 20,668,122 9,818,432 47.5

区　分 予 算 現 額 支出済額 支出率

歳

出

総 務 費 2,249,856 852,091 37.9
民 生 費 5,306,149 2,051,035 38.7
農林水産業費 3,836,303 2,565,384 66.9
土 木 費 1,770,749 466,470 26.3
教 育 費 2,274,310 1,369,585 60.2
災害復旧費 108,813 8,430 7.7
公 債 費 2,673,941 1,305,005 48.8
そ の 他 2,448,001 1,031,191 42.1

　 合　 計　 20,668,122 9,649,191 46.7

商工費
○決算額　 ２億７，４４７万８千円
　商工業の振興及び中小企業・観光振興のための事業
に要した経費です。
　商工費は、前年度と比較して１，７５６万９千円の
増となっています。
■主な事業
　地域づくり事業（蓬の郷・民宿村）・やっちくむら
おこし実行委員会活動事業・志布志みなとまつり活動
事業・さんふらわあ志布志航路利用促進事業・商工振
興対策事業

土木費
○決算額　 １６億３，５８０万９千円
　道路、橋、河川及び公園等の整備のために要した経
費です。
　土木費は前年度と比較して４，６２３万８千円の減
となっています。
■主な事業
市道道路維持事業・市道道路改良事業・県単急傾斜地
崩壊対策事業・港湾改修事業

消防費
○決算額　５億３１６万３千円
　火災及び風水害等の災害から市民の生命と財産を守る
ための事業に要した経費です。
　消防費は前年度と比較して３，５４３万６千円の減と
なっています。
■主な事業
消防防災施設整備事業・消防車両整備事業・大隅曽於地
区消防組合負担金

教育費
○決算額　１７億９９６万５千円
　学校教育の充実や生涯学習、芸術、文化及びスポー
ツ等の振興のために要した経費です。
　教育費は、前年度と比較して２，２９９万３千円の
減となっています。
■主な事業
学校給食センター建設事業・自主文化事業・志布志城
史跡公園保存整備事業・生涯学習推進委員会補助事業

公債費
○決算額　 ２６億４，０７８万６千円
　市債の元利返済に要した経費です。市債の平成 19
年度末の現在高は２２３億１，６２８万８千円となり
ました。

議会費
○決算額　 ２億４，５１４万５千円
　議会の運営に要した経費です。
　議会費は、前年度と比較して１，５２１万２千円の
増となっています。

総務費
○決算額　 ２２億６７万８千円
　庁舎・財産管理、選挙、戸籍及び職員管理等市政全
般の管理的な事務事業に要した経費です。
　総務費は前年度と比較して５，７１２万５千円の減
となっています。
■主な事業
交通安全対策事業・自治会活性化事業・ふるさとづく
り委員会活動事業

民生費
○決算額　 ５０億４，４６６万４千円
　子育て支援やお年寄り・障害者など福祉関係全般の
事業に要した経費です。
　民生費は、前年度と比較して１億２，６２２万円の
増となっています。
■主な事業
自立支援給付費支給事業・児童手当支給事業・養護老
人ホーム入所事業・生活保護扶助費

衛生費
○決算額　 １０億９，０２９万３千円
　保健衛生や環境等健康で衛生的な生活環境を送るため
の事業に要した経費です。
　衛生費は、前年度と比較して１億２，６３１万４千円
の増となっています。
■主な事業
衛生自治会育成事業・浄化槽設置整備事業・家庭ごみ中
間処理及び最終処分負担金・し尿処理負担金・公共用水
域保全事業

農林水産業費
○決算額　  ２２億７８万３千円
　農林水産物の生産振興のための事業に要した経費で
す。
　農林水産業費は、前年度と比較して２億９，１５４万
円の増となっています。
■主な事業
活動火山周辺地域防災営農対策事業・大隅中央区域農
用地総合整備事業負担金・県営畑地帯総合整備事業（担
い手育成型）・国営かんがい排水事業償還金（曽於南
部一期地区）・漁村づくり総合整備事業

志布志市の台所事情を公開します特集
平成 19 年度はどのようにお金を使ったのでしょうか。ここでは目
的別に前年度と比較しながら紹介します。
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志 布 志 市 健 全 化 判 断 比 率 等 を 公 表 し ま す
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第 22 条第１項の規定に基づき、
志布志市の健全化判断比率及び資金不足比率を公表します。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下、「財政健全化法」という。）が平成 19 年６月に公布され、
この法律により、地方公共団体は毎年度決算に基づき健全化判断比率（「実質赤字比率」「連結実質赤字比率」「実
質公債費比率」「将来負担比率」）の４指標と公営企業ごとの「資金不足比率」を算定し、監査委員の審査を受けた
うえで議会に報告し、公表することとなりました。このことから今回、志布志市の健全化判断比率及び資金不足比
率の算定結果について公表します。

『
財
政
健
全
化
法
』
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

財
政
健
全
化
法
と
は
、
北
海
道
夕
張
市

の
よ
う
な
地
方
公
共
団
体
の
財
政
破
た
ん

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
国
が
「
早
期
健

全
化
段
階
（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）」、「
財

政
再
生
段
階
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）」
の
２

段
階
で
地
方
公
共
団
体
の
財
政
悪
化
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、
財
政
状
況

の
改
善
を
早
期
に
促
す
た
め
の
法
律
で

す
。

『
財
政
破
た
ん
』
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

赤
字
額
が
標
準
的
な
財
政
規
模
の
一
定

割
合
を
超
え
た
状
態
を
言
い
ま
す
。

　

破
た
ん
す
る
と
、
国
の
関
与
の
も
と
再

建
す
る
こ
と
と
な
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
や
市
税
や
公
共
料
金
な
ど
の
引
き
上

げ
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
市
民
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

ど
う
や
っ
て
健
全
度
を
判
断
す
る

の
？

　

財
政
健
全
化
法
に
よ
り
、
普
通
会
計
と

公
営
事
業
会
計
や
第
三
セ
ク
タ
ー
等
を
含

め
た
市
の
財
政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
の
あ
る
す
べ
て
の
会
計
を
対
象
に

「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤
字
比

率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」
及
び
「
将
来

負
担
比
率
」
の
４
指
標
と
公
営
企
業
会
計

ご
と
の
「
資
金
不
足
比
率
」
を
用
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
基
準
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

基
準
を
超
え
る
と
ど
う
な
る
の
？

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

　

自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
の
健

全
化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
財
政
健

全
化
計
画
を
策
定
し
、
外
部
監
査
の
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場
合

　

財
政
再
生
団
体
と
な
り
、
国
の
管
理
の

も
と
財
政
の
再
生
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
の
同
意
が
な
い
と
借
金
が
で
き
な

く
な
る
等
色
々
な
制
約
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
と
同
様
に
財
政
再
生
計
画

を
策
定
し
、
外
部
監
査
の
実
施
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

経
営
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

　

公
営
企
業
ご
と
に
経
営
健
全
化
計
画
を

策
定
し
、
自
主
的
か
つ
計
画
的
に
経
営
の

健
全
化
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　　

各
計
画
策
定
後
は
、
議
会
の
議
決
を
経

て
公
表
し
、
県
知
事
へ
報
告
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
作
っ
た
あ
と
は

ど
う
す
る
の
？

　

計
画
の
実
施
状
況
は
毎
年
公
表
さ
れ
ま

す
。
取
り
組
み
が
不
十
分
な
場
合
は
、
国

ま
た
は
県
が
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
必

要
な
勧
告
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
地

方
公
共
団
体
に
対
し
予
算
や
計
画
の
変
更

な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
し
、
よ

り
強
く
財
政
運
営
に
関
与
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

健全段階

指標の整備と情報開示の徹底

早期健全化段階

自主的な改善努力による財政

健全化

財政再生段階

国等の関与による確実な再生

・指標の整備

→監査委員の審査を受け議会

に報告し、公表

・財政健全化計画の策定（議会

　の議決）

・実施状況を議会に報告し、公表

・外部監査の実施

・財政再生計画の策定

（議会の議決）

・実施状況を議会に報告し、公表

・地方債（借金）の制限

・外部監査の実施

・財政運営が計画に適合しない

　と認められる場合等において

　は、予算の変更等を勧告
健全経営　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営悪化

健全財政　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財政悪化

公営企業の経営の健全化

　健全化判断比率及び資金不足比率の対象となった会計は下表の
とおりです。志布志市の平成 19 年度決算に基づく健全化判断比
率及び資金不足比率は、早期健全化基準及び経営健全化基準をす
べて下回っています。また、下表参考資料の県内 18 市、県内市
町村及び全国市町村のすべての平均値も下回っています。
　しかし、すべての基準及び全国平均値等を下回っているからと
いって志布志市の財政状況が厳しいことに変わりはなく、これか
らも行財政改革を推進し、健全な財政運営を図っていく必要があ
ります。

一般会計等

志布志市においては
一般会計のみ

公営事業会計
①国民健康保険特別会計
②介護保険特別会計
③老人保健特別会計

公営企業会計
①水道事業会計
②下水道管理特別会計
③公共下水道事業特別会計
④国民宿舎特別会計
⑤曽於地域公設地方卸売市
場管理組合会計

一部事務組合・広域連合
①大隅曽於地区消防組合
②曽於南部厚生事務組合
③曽於北部衛生処理組合
④鹿児島県市町村総合事務組合
⑤鹿児島県後期高齢者医療	
　広域連合
⑥曽於地区介護保険組合

地方公社・第三セクター等
①志布志市土地開発公社
②㈱志布志まちづくり公社
③㈶志布志市農業公社
④南九州青果㈱
⑤曽於東部土地改良区
平成 19 年度
志布志市 - - 10.1 73.7 -

早期健全化基準
（イエローカード）

※資金不足比率については、経営
健全化基準

13.2 18.2 25.0 350.0 20.0

財政再生基準
（レッドカード） 20.0 40.0 35.0

※参考資料（総務省公表暫定値）
県内 18 市の平均値 - - 15.4 121.9 -
県内市町村の平均値 - - 16.5 121.6 -
全国市町村の平均値 - - 12.3 110.4 -

実質赤字比率・連結実質赤字比率
※志布志市はありません
　１年の間に入ってきた金額（歳入）より使っ
た金額（歳出）が多い場合、その余計に使った
額が赤字となる。
　一般会計のみの赤字の有無を指標化し、財政
運営の悪化の度合いを示すものです。これらの
比率が高いほど、財政運営が深刻な状況となり
ます。
　志布志市は一般会計において実質収支は黒字
であり、実質赤字は生じておらず、実質赤字比
率はありません。

連結実質赤字比率
※志布志市はありません
　市のすべての会計を連結して市全体としての
赤字の有無を指標化し、市全体における収支が
健全かどうか把握しようとするものです。
　志布志市は、全ての会計において実質収支は
黒字であり、実質赤字は生じておらず、連結実
質赤字比率はありません。

実質公債費比率　10.1％
　その年度の歳出に占める公債費（借金）や公
債費に準ずるものの割合を指標化し、資金繰り
の程度を示すものです。
　この数値が前年度より高くなると、その分、
他の歳出を削らなければ支払えないということ
になります。
　よって、財政の弾力性が低下し、他の経費節
減をしないと収支が悪化し、赤字団体になる可
能性が高まります。

将来負担比率　73.7％
　一般会計における公債費（借金）や損失補償
を行っている第三セクター等に係るものを含め、
市が将来的に支払っていく可能性のある実質的
な負債額の割合を示す指標です。
　この比率が高い場合、市の財政規模に比べて
将来負担が大きいということになり、将来財政
運営を圧迫する可能性があります。

資金不足比率
※志布志市はありません
　公営企業の資金不足（赤字）を料金収入と比
較して指標化し、経営状況の悪化の度合いを示
すものです。
　公営企業ごとに算定し、経営状況を判断しま
す。
　公営企業会計に資金不足（赤字）があり経営
状況が悪化すれば、市としてその赤字に対処し
なければならず、市の負担も増大することにな
り、財政運営に大きな影響を与えることとなり
ます。
　この比率が高くなるほど、料金収入等により
赤字を解消することが難しくなるので、経営状
況に問題があることとなります。
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実
質
赤
字
比
率

連
結
実
質
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字
比
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率
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負

担

比

率

資
金
不
足
比
率



号砲とともに一斉にスタートした参加者（ハーフマラソン）

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
正
月
踊
り
を
披
露

　

10
月
25
日
、
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ

れ
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
地
域
文
化
伝
承

館
で
、
志
布
志
町
安
楽
の
「
上
門
正
月
踊

り
保
存
会
」
に
よ
る
正
月
踊
り
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
文
化
伝
承
館
と
は
、
高
齢
者
が
長

年
培
っ
て
き
た
豊
か
な
経
験
・
知
識
・
技

術
を
生
か
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な

地
域
の
伝
承
活
動
を
、
実
演
・
展
示
を
通

し
て
披
露
し
、
各
世
代
間
と
の
交
流
を
図

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢

者
の
組
織
や
活
動
へ

の
理
解
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、

県
下
に
伝
わ
る
様
々

な
伝
統
工
芸
品
の
展

示
の
ほ
か
、
県
内
の

伝
統
芸
能
等
が
3
日
間
に
わ
た
り
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
正
月
踊
り
の
ほ
か
曽
於

地
区
か
ら
は
曽
於
市
の
俵
踊
り
の
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

上
門
正
月
踊
り
は
、
中
安
楽
地
区

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
通
称

「
手て

べ

し
拍
子
」
ま
た
は
「
お
市い

ち
ご
け
じ
ょ

後
家
女
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
で
す
。

昭
和
37
年
10
月
24
日
に
県
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
踊
り
子
は
「
モ
モ
ヒ
キ
」「
黒

の
脚き

ゃ
は
ん絆

」
で
頭
に
は
黒
の
「
お
高
祖

頭
巾
」
を
覆
っ
た
独
特
の
衣
装
で
踊

り
ま
す
。

　

保
存
会
で
は
、
定
期
的
に
練
習
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域
文
化
伝
承

館
に
む
け
20
人
程
が
、
連
日
自
治
公

民
館
に
集
ま
り
練
習
を
行
い
ま
し

た
。
伝
承
館
の
発
表
で
は
、
多
く
の

観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

踊
り
手
で
最
高
齢
の
宇
都
光
彦
さ

ん（
80
歳
）は「
小
さ
い
時
か
ら
踊
っ

て
い
る
踊
り
で
す
。
正
月
踊
り
保
存

会
の
活
動
は
、
皆
と
集
ま
っ
て
練
習

し
た
り
し
て
楽
し
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た

　

10
月
26
日
、
第
21
回
全
国
健
康
福
祉

祭
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鹿
児
島
２
０
０
８

マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
」
と
第
４
回
し
ぶ
し

ポ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
志
布
志
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
と
ポ
ー
ト
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
出
場
選
手
総
勢
１
２
６
４

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
３
㌔
・
５

㌔
・
10
㌔
・
ハ
ー
フ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目

が
行
わ
れ
、
１
歳
８
か
月
の
幼
児
か
ら
84

歳
の
高
齢
者
ま
で
世
代
を
越
え
た
参
加
者

が
、
潮
風
を
感
じ
な
が
ら
、
緑
の
大
地
を

踏
み
し
め
て
、
志
布
志
の
自
然
を
満
喫
し

て
快
走
し
ま
し
た
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会

で
は
、
鹿
児
島
県
の
代
表
選
手
と
し
て
市

内
の
前
田
泰
郎
さ
ん
が
70
歳
未
満
男
子
10

㌔
に
出
場
し
37
分
45
秒
で
入
賞
。
竹
下
続

さ
ん
が
５
㌔
70
歳
未
満
男
子
に
出
場
し
27

分
38
秒
で
完
走
す
る
な
ど
、
健
脚
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
に
は
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー

に
「
浅
井
え
り
子
さ
ん
」
を
迎
え
、
参
加

者
と
の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

浅
井
さ
ん
に
は
、
多
く
の
選
手
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
サ
イ

ン
に
も
気
さ
く
に
応
じ
る
な
ど
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
最
後
の
ラ
ン
ナ
ー

で
ゴ
ー
ル
し
た
錦
江
町
か
ら
参
加
し
た
石

原
剛
さ
ん
は
「
最
終
ラ
ン
ナ
ー
の
特
権
で

大
き
な
声
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
30
代

男
子
で
出
場
し
ま
し
た
が
、
年
配
の
選
手

の
方か

た

が
と
て
も
速
い
の
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
コ
ー
ス
脇
に

花
を
植
え
た
り
草
払
い
を
行
う
な
ど
の
景

観
作
り
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
り
、
郷
土

料
理
・
お
茶
の
振
舞
、
特
産
品
の
出
店
等

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
お
い
し
い
食
事
に
元

気
が
出
ま
し
た
」「
応
援
も
多
く
、
景
色

も
き
れ
い
で
走
っ
て
い
て
楽
し
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。
ま
た
、
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た

め
の
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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ゲストランナーの浅井えり子さんも参加して大会を盛り上げました

春祭りでの正月踊り

部　門 氏　名　 所　属　 タイム
3Km 小学生男子 10′43
3Km 小学生女子 13′14
3Km 中学生男子 9′36
3Km 中学生女子 10′54
3Km29 以下男子 8′43
3Km29 以下女子 10′49
3Km39 以下男子 8′48
3Km39 以下女子 10′59
3Km40 歳代男子 9′52
3Km40 歳代女子 20′18
3Km50 歳代男子 12′29
3Km50 歳代女子 13′36
3Km60 歳代男子 11′52
3Km60 歳代女子 14′58
3Km70 歳代男子 14′19
3Km70 歳代女子 23′13
5Km 中学生男子 16′04
5Km29 以下男子 15′16
5Km29 以下女子 22′15
5Km30 歳代男子 19′22
5Km30 歳代女子 22′25
5Km40 歳代男子 20′40
5Km40 歳代女子 23′52
5Km50 歳代男子 19′09
5Km50 歳代女子 21′12
5Km60 歳代男子 20′06
5Km60 歳代女子 37′19

部　門 氏　名　 所　属　 タイム
5Km70 歳代男子 23′17
5Km70 歳代女子 37′02
10Km29 以下男子 31′56
10Km29 以下女子 54′10
10Km30 歳代男子 34′52
10Km30 歳代女子 41′24
10Km40 歳代男子 33′21
10Km40 歳代女子 42′57
10Km50 歳代男子 35′57
10Km50 歳代女子 47′26
10Km60 歳代男子 36′09
10Km60 歳代女子 53′04
10Km70 歳代男子 44′21
10Km70 歳代女子 58′56
ハーフ 29歳以下 男子 1:14′09
ハーフ 29歳以下 女子 1:23′35
ハーフ 30歳代 男子 1:19′06
ハーフ 30歳代 女子 1:35′23
ハーフ 40歳代 男子 1:22′25
ハーフ 40歳代 女子 1:42′27
ハーフ 50歳代 男子 1:24′59
ハーフ 50歳代 女子 1:43′43
ハーフ 60歳代 男子 1:33′31
ハーフ 60歳代 女子 1:56′05
ハーフ 70歳以上 男子 1:38′51
ハーフ 70歳以上 女子 2:05′22

ポートマラソン各部門優勝者

第４回しぶしポートマラソン大会

第４回しぶしポートマラソン大会

ねんりんピックマラソン交流大会優勝者
部　門 氏　名　 代表地域 タイム

3Km70 歳未満男子 10′37
3Km70 歳未満女子 13′11
3Km70 歳以上男子 12′16
3Km70 歳以上女子 13′44
5Km70 歳未満男子 18′38
5Km70 歳未満女子 21′50
5Km70 歳以上男子 20′32
5Km70 歳以上女子 28′21
10Km70 歳未満男子 35′51
10Km70 歳未満女子 43′02
10Km70 歳以上男子 40′19
10Km70 歳以上女子 50′26

額に汗を滲ませて練習をする保存会の皆さん

沿道にコスモスが咲く中を走る選手の皆さん（ハーフ）
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交
通
安
全
バ
ス
ツ
ア
ー

　

９
月
30
日
、
ハ
ー
ト
フ
ル
シ
ル
バ
ー
交

通
安
全
バ
ス
ツ
ア
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
交
通
死
亡
事
故
の
死
者
数
に

占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
６
割
以
上
で
あ

り
関
係
す
る
事
故
も
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
志
布
志
地
区
交
通
安
全
協
会
と
志

布
志
警
察
署
の
呼
び
か
け
で
老
人
ク
ラ
ブ

の
代
表
の
方
が
26
人
参
加
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
交
通
事
故
多
発
地
点
の
現
場

で
、
警
察
署
職
員
か
ら
交
通
事
故
防
止
の

ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ
か
、
志
布
志
自
動
車
学

校
で
、
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
や
適
性
検
査
な

ど
実
践
・
体
験
型
の
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
老
人
ク
ラ
ブ
の
平
瀬
敏
行
会
長
は

「
実
際
に
体
験
で
き
る
講
習
で
分
か
り
や

す
か
っ
た
。
今
後
も
、
事
故
防
止
活
動
に

努
め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

創
立
１
３
６
周
年
記
念
講
演　

松
山
小

　

10
月
10
日
、
松
山
小
学
校
で
旧
松
山
町

教
育
長
の
金
子
末
房
先
生
を
講
師
に
招
き

「
五
つ
の
愛
と
思
い
遣や

り
」
と
題
し
た
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
小
が
明
治
５
年
に
開
校
し

て
１
３
６
年
目
の
創
立
記
念
日
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
同
日
に
行
わ
れ
た
授
業
参
観

で
は
全
学
級
道
徳
の
授
業
で
、
保
護
者
に

道
徳
教
育
の
現
状
や
子
ど
も
た
ち
は
今
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
を
考

え
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
、
金
子
先
生
は
武
士
道
精
神
と

現
在
の
教
育
を
例
に
あ
げ
「
い
じ
め
は
文

句
な
し
に
卑
怯
な
も
の
で
す
」「
命
は
と

て
も
大
切
な
も
の
で
す
」
と
薩
摩
藩
の
郷

中
教
育
や
会
津
藩
の
教
え
等
を
分
か
り
や

す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

大勢の保護者を前に講演する金子先生
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列
車
で
Ｇ
Ｏ
！
オ
ー
シ
ャ
ン

リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
in
南
郷

　

10
月
４
日
、
列
車
で
GO
！
オ
ー
シ
ャ
ン

リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
in
南
郷
が
、
南
郷

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
志
布
志
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
協
議
会
、
JR
日
南
線
利
用
促
進
連
絡

協
議
会
等
の
主
催
で
、
若
者
の
出
会
い
サ

ポ
ー
ト
と
JR
日
南
線
の
利
用
促
進
を
目
的

と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

男
女
合
わ
せ
て
34
人
の
参
加
が
あ
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
食
事
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

カ
ッ
プ
ル
も
３
組
誕
生
し
、
参
加
者
か

ら
は
「
会
場
の
景
観
が
良
か
っ
た
。
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
も
楽
し
か
っ
た
」
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
日
南
線
に
つ
い
て
も
「
も
っ
と
利
用

し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

参加者は素敵な風景の中パーティーを楽しみました

全
職
員
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

10
月
７
日
、
Ｊ
Ａ
そ
お
鹿
児
島
の
全
職

員
が
参
加
し
て
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

約
５
０
０
人
の
職
員
が
、
７
支
所
34
班

に
分
か
れ
て
、
早
朝
６
時
30
分
か
ら
約
１

時
間
、
主
要
幹
線
道
路
な
ど
の
ご
み
拾
い

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
集
め
た
ご
み

や
空
き
缶
な
ど
は
分
別
さ
れ
、
軽
ト
ラ
ッ

ク
７
台
分
程
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
内
に
あ
る
事
業
所
で
は
、
志

布
志
・
松
山
両
支
所
で
、
約
80
人
の
職
員

が
参
加
し
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
程
を
回

収
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
今
後
も
、
地
域
に
根
ざ
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

多くの方が参加しました（ＪＡ志布志支所）

河
川
岸
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
作
業

　

10
月
24
日
、
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
協
議

会
（
池
崎
美
次
会
長
）
の
、
河
川
岸
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
水
辺
の
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業

に
伴
う
河
川
清
掃
活
動
で
、
市
内
の
３
つ

の
支
部
が
そ
れ
ぞ
れ
、
菱
田
川
、
前
川
、

松
尾
川
、
山
角
川
の
河
川
沿
で
清
掃
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

志
布
志
支
部
で
は
、
早
朝
か
ら
宝
満
寺

駐
車
場
に
約
50
人
の
会
員
が
集
ま
り
、
前

川
に
人
の
背
丈
ほ
ど
に
生
い
茂
っ
た
草
木

を
草
刈
り
機
で
伐
採
し
て
い
ま
し
た
。

　

髙
吉
修
支
部
長
は「
こ
の
様
な
形
で
、
地

域
に
貢
献
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

〝
志
布
志
〟
ネ
ッ
ト
の
調
印

　

10
月
14
日
、
志
布
志
地
区
交
通
安
全
協

会
で
、
全
国
地
域
安
全
運
動
に
合
わ
せ
て

「
全
国
地
域
安
全
運
動
志
布
志
地
区
大
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は「
あ
ん
ぜ
ん
・
あ
ん
し
ん〝
志
布

志
〟ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」協
定
の
調
印
式
も
行
わ

れ
、
関
係
機
関
が
地
域
の
安
全
を
守
る
た

め
に
協
力
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
は
仙
名
節
男
署
長
と
本
田
市

長
、
み
な
と
タ
ク
シ
ー
の
河
本
正
男
取
締

役
社
長
が
、
協
力
し
て
地
域
安
全
情
報

な
ど
の
広
報
啓
発
活
動
や
子
ど
も
や
高

齢
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
取
り
組
む
協
定
書
に
署

名
、
捺
印
し
ま
し
た
。
ま
た
、
協
定
を
結

ん
だ
タ
ク
シ
ー
や
青
パ
ト
隊
等
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ネットワーク協定の調印式の様子

城
跡
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
整
備

　

10
月
24
日
、
志
布
志
町
建
設
業
同
志
会

（
下
山
隆
会
長
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
国

指
定
史
跡
で
あ
る
志
布
志
城
跡
の
伐
採
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

城
跡
の
保
存
と
活
用
の
た
め
、
志
布
志

地
区
内
の
建
設
業
24
社
か
ら
参
加
し
た
36

人
が
、
国
指
定
史
跡
「
志
布
志
城
跡
」
の

曲く
る
わ輪
（
平
坦
部
分
）
や
空か

ら
ぼ
り堀
な
ど
に
繁
茂

す
る
下
草
を
刈
払
機
な
ど
を
使
っ
て
伐
採

し
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
で
、
人
の
背
丈
ほ
ど
に
生
い

茂
っ
て
い
た
草
も
無
く
な
り
城
跡
は
大
変

明
る
く
な
り
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
山
城
を
維
持
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
お
疲
れ
様
で
し
た
。

生い茂った草木を伐採しました

志布志自動車学校でのドライブシュミレーターでの学習

多くの方が前川の清掃作業を行った志布志支部の出発式

市
内
か
ら
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
誕
生

　

市
内
有
明
町
出
身
の
川
崎
翔
平
さ
ん

が
、
８
月
に
行
わ
れ
た
日
本
プ
ロ
ゴ
ル
フ

協
会
（
Ｐ
Ｇ
Ａ
）
資
格
認
定
プ
ロ
テ
ス
ト

で
、
上
位
50
人
に
入
り
合
格
し
ま
し
た
。

　

川
崎
さ
ん
は
中
学
時
代
か
ら
ゴ
ル
フ
に

打
ち
込
み
有
明
中
学
校
３
年
時
と
尚
志
館

高
校
３
年
時
の
2
度
、
県
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
で
優
勝
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
シ
ョ
ッ
ト
に
定
評
が
あ

り
、
現
在
鹿
児
島
高
牧
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

目
標
と
す
る
選
手
は
小
田 

龍
一
プ
ロ

で
、
シ
ー
ド
権
獲
得
を
目
指
し
て
日
々
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

川
崎
プ
ロ
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

家族とともに市長にプロテストの合格を報告
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長
イ
モ
？
い
い
え
「
さ
つ
ま
イ
モ
」

　

有
明
町
野
神
の
國
重
初
さ
ん
の
家
庭
菜

園
で
「
長
さ
１
４
０
㌢
」
の
長
い
さ
つ
ま

イ
モ
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　

脇
田
さ
ん
は
、
近
く
に
住
む
ひ
孫
等
と

の
イ
モ
堀
を
楽
し
も
う
と
家
庭
菜
園
で
、

さ
つ
ま
イ
モ
の
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
14
日
、
ひ
孫
の
脇
田
将ま

さ
き
よ聖

ち
ゃ
ん
と

と
も
に
イ
モ
掘
り
を
行
っ
た
と
こ
ろ
普
通

の
イ
モ
に
混
じ
っ
て
数
本
の
長
い
さ
つ
ま

イ
モ
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　

國
重
さ
ん
は
「
今
ま
で
60
年
余
り
さ
つ

ま
イ
モ
を
栽
培
し
て
き
た
が
、
こ
ん
な
長

い
の
は
初
め
て
見
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
長
い
さ
つ
ま
イ
モ
は
し
ば
ら

く
飾
っ
て
か
ら
短
く
切
っ
て
焼
き
イ
モ
に

す
る
予
定
と
か
。

1 メートルを超えるさつまイモにびっくり

赤
米
の
稲
刈
り
を
し
ま
し
た

　

10
月
21
日
、通
山
小
学
校
の
６
年
生
が
、

赤
米
の
稲
刈
り
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
稲
は
、
近
所
に
住
む
押
切
勝
次
さ

ん
（
84
歳
）
の
指
導
で
、
５
月
に
種
ま
き

を
行
い
、
田
植
え
や
、
水
の
管
理
な
ど
を

子
ど
も
た
ち
自
身
が
行
い
な
が
ら
育
て
て

い
る
も
の
で
す
。

　

食
育
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
る
な
か
「
育

て
る
・
収
穫
・
食
す
る
教
育
活
動
」
を
稲

作
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
と
子

ど
も
た
ち
が
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
行
っ

て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
黒
石
悠
斗
さ
ん
は
「
面
白

か
っ
た
で
す
。
係
の
人
た
ち
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
お
い
し
い
お
餅
を
食
べ
る
の
が

楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

鎌を手に 1 株ずつ丁寧に刈り取りました

横
尾
下
大
橋
を
見
学　

志
布
志
小

　

10
月
15
日
、
現
在
、
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
県
単
道
路
整
備
工
事
の
市
道
昭
和

弓
場
ケ
尾
線
の
見
学
を
志
布
志
小
学
校
３

年
生
72
人
が
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
市
道
の
橋
梁
上
部
工
が
今

年
度
中
に
完
成
し
、
来
年
度
に
は
、
こ
の

区
間
を
含
め
た
バ
イ
パ
ス
の
供
用
開
始
を

す
る
た
め
、
こ
れ
に
先
立
ち
地
元
小
学
校

を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会
を
実
施
し
、

子
ど
も
た
ち
に
「
地
域
に
役
立
つ
社
会
基

盤
整
備
」
に
つ
い
て
学
習
し
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
す
る
前
の
完
成

し
た
ば
か
り
の
橋
で
、
測
量
機
器
や
巻
き

尺
を
使
用
し
て
測
量
の
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
橋
の
欄
干
に
は
子
ど
も
た
ち

の
描
い
た
絵
も
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

橋の測量などを体験する志布志小学校 3 年生の児童

全
児
童
で
韓
国
岳
登
山　

尾
野
見
小

　

10
月
３
日
、
尾
野
見
小
学
校
秋
の
遠
足

で
恒
例
の
保
護
者
も
参
加
し
て
の
韓
国
岳

登
山
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
遠
足
は
県
が
主
催
す
る
「
森
林
環

境
税
」
の
補
助
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
、
９
月
25
日
に
は
え
び
の
自

然
保
護
官
補
佐
の
柳
田
蓉
子
さ
ん
に
よ
る

霧
島
の
魅
力
や
自
然
環
境
に
つ
い
て
の
学

習
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
登
山
の
際
に
全
員
の
目
印
に
な

る
よ
う
に
と
全
学
年
で
藍
染
を
行
い
、
当

日
は
、
そ
れ
を
ス
カ
ー
フ
に
し
た
り
腕
に

巻
い
た
り
し
て
登
り
ま
し
た
。
霧
島
の
自

然
を
満
喫
す
る
登
山
に
な
り
ま
し
た
。

保
育
園
児
と
さ
つ
ま
イ
モ
の
収
穫

　

10
月
22
日
、
安
楽
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委

員
会
が
育
て
て
い
る
さ
つ
ま
イ
モ
畑
で
、

生
き
が
い
大
学
安
楽
学
級
と
安
楽
保
育
園

の
園
児
が
さ
つ
ま
イ
モ
の
収
穫
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
４
年
前
か
ら
自
主
財

源
の
確
保
の
た
め
に
約
８
㌃
の
畑
で
さ
つ

ま
イ
モ
を
栽
培
し
て
お
り
、
秋
の
芸
術
祭

で
販
売
す
る
ほ
か
焼
き
芋
用
や
加
工
用
甘

藷
と
し
て
Ｊ
Ａ
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　

同
委
員
会
の
委
員
長
で
、
生
き
が
い
大

学
の
大
地
惇
文
さ
ん
は
「
こ
の
イ
モ
掘
り

体
験
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

や
収
穫
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
昨
年

か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
豊
作

で
子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
て
う

れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子どもたちは大きなさつまイモに大喜び

夢
し
ず
く
の
さ
つ
ま
イ
モ
の
収
穫

　

10
月
24
日
、
志
布
志
町
夏
井
の
ア
サ

ち
ゃ
ん
畑
で
、
知
的
障
害
者
の
自
立
に
取

り
組
ん
で
い
る
『
夢
し
ず
く
工
房
』
の
、

さ
つ
ま
イ
モ
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
若
潮
酒
造
の
社
員
や
八
野
小

学
校
の
児
童
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
が
収
穫
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
収
穫
さ
れ
た
さ
つ
ま
イ
モ
は
５

月
に
植
え
ら
れ
、
同
工
房
の
皆
さ
ん
が
大

事
に
育
て
た
も
の
で
、
本
格
焼
酎
『
夢
し

ず
く
』
の
原
料
に
な
り
ま
す
。

　

収
穫
を
手
伝
っ
た
八
野
小
学
校
５
年
生

の
肝
付
勇
治
さ
ん
は
「
今
年
は
焼
酎
用
の

米
作
り
の
ほ
か
、
さ
つ
ま
イ
モ
の
栽
培
も

し
ま
し
た
。様
々
な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

八野小学校の児童も収穫を手伝いました

保護者も参加して登山を行いました
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松
山
ソ
フ
ト
少
年
団
が
活
躍
！

　

松
山
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
今
年
度
、
県
大
会
出
場
を
は
じ
め
市

内
外
の
様
々
な
大
会
に
出
場
し
地
域
の
大

会
で
優
勝
５
回
、
３
位
入
賞
３
回
と
輝
か

し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。

　

同
少
年
団
は
今
年
で
31
期
目
を
迎
え
る

長
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
強
健
な
身
体
と
気
力

を
養
い
礼
儀
正
し
く
言
動
に
責
任
を
持
た

せ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
外
勢
裕
明
総

監
督
の
指
導
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
６
日
、
同
少
年
団
は
市
役
所
を
訪

れ
、
今
年
度
の
活
躍
を
報
告
し
ま
し
た
。

外
勢
総
監
督
は
「
今
年
は
県
ち
び
っ
こ
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
で
３
日
目
ま
で
残
り
、
８
強

入
り
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

今年度大活躍の松山ソフト少年団の皆さん

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場

　

10
月
11
日
か
ら
13
日
に
、
大
分
県
で
開
催

さ
れ
た
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
、
市

内
在
住
の
山
崎
誠
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
は
、
大
崎
町
の
「
ワ
ー
ク
ラ

ン
ド
愛
生
」
に
所
属
し
、
病
院
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
仕
事
を
し
な
が
ら
練
習
し
、
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
の

円
盤
を
遠
く
に
飛
ば
す
競
技
）
が
約
48
㍍

で
２
位
、
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
５
（
輪
の
中
に

円
盤
を
通
す
回
数
を
競
う
競
技
）
が
10
投

中
８
投
通
過
し
３
位
を
獲
得
す
る
活
躍
で

し
た
。
山
崎
さ
ん
は
「
楽
し
か
っ
た
。
今

度
は
陸
上
競
技
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

本番に向けての公式練習の様子
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10
月
19
日
、
第
１
０
０
回
伊
﨑
田
相
撲

大
会
が
伊
﨑
田
小
学
校
相
撲
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
小
中
学
生
の
対

戦
や
保
育
園
児
の
ち
び
っ
こ
相
撲
、
伊
﨑

田
小
学
校
区
を
４
つ
の
区
に
分
け
た
区
対

抗
戦
、
一
般
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
赤
ち
ゃ

ん
土
俵
入
り
、
化
粧
ま
わ
し
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
俵
に
上
が
る
力
士
と
、
そ
れ
を
応
援

す
る
観
客
が
一
体
に
な
り
伊
﨑
田
相
撲

は
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
す
。

　

親
子
相
撲
で
は
、
中
学
生
に
な
っ

た
息
子
と
お
父
さ
ん
が
相
撲
を
取
り

会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
記
念
大
会
と
い
う

こ
と
で
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
元
大
関
若

島
津
の
松
ケ
根
親
方
も
来
場
さ
れ
、

会
場
に
集
ま
っ
た
方
と
記
念
写
真
を

撮
っ
た
り
、
相
撲
の
観
戦
を
し
ま
し

た
。

　

明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）

10
月
13
日
、
明
治
政
府
か
ら

「
戊ぼ

し
ん
し
ょ
う
し
ょ

申
詔
書
」
が
発
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
こ

と
で
、
浮
か
れ
た
風
潮
の
国
民
意
識

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
対
外

的
に
緊
張
感
を
失
い
、
個
人
主
義
と

と
も
に
成
功
や
立
身
出
世
を
希
望
す

る
傾
向
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

戊
申
詔
書
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
心

を
引
き
締
め
る
た
め
に
発
布
さ
れ
た
も
の

で
、
国
民
に
勤
倹
を
説
き
、
華
美
な
風
潮

を
い
さ
め
た
も
の
で
、
こ
の
発
布
を
記
念

に
、
各
地
で
色
々
な
行
事
を
行
う
よ
う
に

薦
め
ら
れ
、
当
時
の
伊
﨑
田
村
で
は
相
撲

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
伊
﨑

田
相
撲
の
始
ま
り
で
す
。
毎
年
、
戊
申
詔

書
の
発
布
の
日
の
10
月
13
日
に
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
10
月
の
第
３
日
曜
日

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
相
撲
は
、
青
少
年
か
ら
高

齢
の
方
々
ま
で
が
参
加
す
る
地
域
づ
く

り
の
代
表
的
な
行
事
と
な
り
、
今
回
で

１
０
０
回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

伊
﨑
田
相
撲
の
前
に
は
中
学
生
と
大
人

の
力
士
た
ち
が
稽
古
の
「
自
治
会
周
り
」

を
始
め
ま
す
。
稽
古
の
あ
る
自
治
会
で
は

多
く
の
人
が
稽
古
の
観
戦
に
集
ま
り
、
交

流
を
深
め
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
力
士
を

盛
り
上
げ
て
当
日
を
迎
え
ま
す
。

　
「
市
町
村
合
併
に
よ
り
志
布
志
市
と
な
り

ま
し
た
が
、
将
来
、
寂
れ
る
こ
と
な
く
い

つ
ま
で
も
活
気
の
あ
る
地
域
で
あ
る
た
め
、

ま
た
国
技
で
あ
る
『
相
撲
』
が
更
に
地
域

に
愛
さ
れ
る
た
め
に
、こ
の『
伊
﨑
田
相
撲
』

は
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

要
な
地
域
行
事
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
松

木
健
二
公
民
館
長
は
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と

こ
の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
は

地
域
の
貴
重
な
財
産
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
１
０
０
回
伊
﨑
田
相
撲
大
会

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
継
承
略
）

■
区
対
抗
の
部　

●
優
勝　

4
区

●
準
優
勝　
2
区　

●
３
位　
1
区
と
3
区

●
横
綱　

一
般　

末
田　

誠
宗

　
　
　
　

中
学　

菅
間　

勇
介

●
三
役　

小
結　

吉
元　

優
成

　
　
　
　

関
脇　

末
田　

裕
樹

　
　
　
　

大
関　

菅
間　

健
仁

道
路
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

９
月
23
日
、
宅
建
協
会
大
隅
支
部
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
志
布
志
運
動
公
園
入
口
付

近
の
清
掃
作
業
と
駅
前
ま
で
道
路
沿
い
の

ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
23
日
の
〝
不
動
産
の
日
〟
前
後
に

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
志
布
志
市
と

大
崎
町
の
会
員
17
人
が
集
ま
り
、
花
壇
の

草
取
り
や
草
刈
機
に
よ
る
草
木
の
伐
採
作

業
の
ほ
か
、
ご
み
拾
い
も
行
わ
れ
、
運
動

公
園
か
ら
志
布
志
駅
ま
で
の
区
間
で
軽
ト

ラ
ッ
ク
２
台
分
の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

支
部
長
の
藤
崎
良
隆
さ
ん
は
「
作
業
は

大
変
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
社
会

貢
献
が
で
き
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今
後

も
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

暑
い
中
で
の
作
業
お
疲
れ
様
で
し
た
。

暑い中での作業お疲れ様でした

ボランティア活動を行った皆さんと作業風景

緑
化
組
合
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

志
布
志
市
造
園
建
設
業
協
会
（
又
木
道

二
会
長
）が
、10
月
11
日
か
ら
18
日
に
か
け
、

市
内
の
全
て
の
小
中
学
校
24
校
で
、
イ
ヌ

マ
キ
・
ソ
テ
ツ
等
に
つ
く
害
虫
防
除（
消
毒
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
イ
ヌ
マ
キ
や
ソ
テ
ツ
等
に
対

す
る
害
虫
被
害
が
多
く
報
じ
ら
れ
て
い
る

中
で
、
同
協
会
で
子
ど
も
た
ち
が
学
校
生

活
を
楽
し
く
送
れ
る
よ
う
に
と
取
り
組
ん

だ
も
の
で
す
。
作
業
は
、
子
ど
も
た
ち
が

い
な
い
休
日
に
会
員
が
学
校
に
出
向
き
、

動
力
噴
霧
器
で
消
毒
を
行
い
ま
し
た
。

　

害
虫
の
発
生
に
悩
ん
で
い
た
学
校
か
ら

は
「
専
門
家
に
よ
る
作
業
を
行
っ
て
い
た

だ
き
大
変
助
か
り
ま
し
た
」
と
の
声
も
あ

り
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
作
業
に

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　ふるさと納税制度の開始に伴い、志布志市を応援してくれる皆さまの
気持ちにお応えするため、本年９月議会での「ふるさと志基金条例」可
決を経て、10 月に寄附金の受け皿となる「ふるさと志基金」を設置し
ました。このことにより、さらに寄附をしやすい環境が整いました。

志布志市ではこんな取り組みを行っています

　志布志市では、市へ 5,000 円以上寄附をいただいた方に「市報しぶし」
を一年間進呈します。また、より多くの方にご協力いただけるように、
郷土会において説明会を行うほか、市ホームページ内への特設ページ開
設や、市報（7・8月号）において情報発信を行うなど、志布志市の取
り組みを知っていただけるよう環境を整えています。

ふるさと志基金を設置しました【 志布志市のふるさと納税】

寄附金の使いみちについても見
直しを行いました。

■観光及び生活環境に関する事業
■福祉に関する事業
■教育文化に関する事業
■その他市長が必要と認める事業

　以上の４つの事業から選んで
いただけるようになりました

県外にお住まいの親戚やご友人などいらっしゃい
ましたら、ぜひこの制度をご紹介ください。パン
フレットも準備しておりますので、お気軽に市役
所へお問い合わせください。

■問い合わせ先　企画政策課　企画調整係
　　　　　　　　℡ 474-1111（内線 252・254）

市ホームページの「ふるさと納税」ボタンをクリックすると特設ページが開きます。

http://www.city.shibushi.lg.jp

女子も熱戦を繰り広げます

区対抗戦は応援にも力が入ります

給 食 セ ン タ ー 配 送 車 の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ
おいしい給食～つながる未来～

7 月に募集した新給食センター配送車のキャッチフレーズで、田之浦小学校２年池野アスカさんの作品です。

優秀賞の紹介

伊
﨑
田
相
撲
第
１
０
０
回
記
念
大
会

女子生徒の作ったまわしをしめた伊﨑田中学校 3 年生男子
2008.11 ■市報しぶし　1�
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21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉

　

自
然
の
恵
み
を
最
大
限
に
利
用
せ
ず
、

中
途
半
端
に
捨
て
た
り
、
無
駄
に
し
た
り

す
る
こ
と
を
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
い

ま
す
よ
ね
。
こ
の
言
葉
に
は
、
自
然
や
物

に
対
す
る
敬
意
、
愛
な
ど
の
意
思
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
そ
ん
な
に
無
駄
遣
い
を
す
る
の

は
、
も
っ
た
い
な
い
」
＝
消
費
削
減
（
リ

デ
ュ
ー
ス
）、「
も
う
一
度
使
わ
な
い
と
、

も
っ
た
い
な
い
」＝
再
利
用（
リ
ユ
ー
ス
）、

「
回
収
し
て
、
再
資
源
に
し
な
い
と
、
も
っ

た
い
な
い
」＝
再
生
利
用（
リ
サ
イ
ク
ル
）、

「
直
し
て
使
わ
な
い
と
、
も
っ
た
い
な
い
」

＝
修
理
（
リ
ペ
ア
）
な
ど
、
複
雑
な
意
味

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

外
国
語
に
は
な
い
！ 

　

英
語
を
は
じ
め
と
す
る
欧
米
の
言
語
に

は
、
そ
し
て
多
く
の
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ

の
言
語
に
も
「
も
っ
た
い
な
い
」
に
当
た

る
単
語
は
な
い
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
の
か
と
な
ん
か
不

思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
が

　
　
　
　
　
「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」
へ

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ア
フ
リ

カ
の
ケ
ニ
ア
の
元
副
環
境
大
臣
ワ
ン
ガ

リ
・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、
平
成
十
七
年

二
月
に
来
日
し
た
際
、「
も
っ
た
い
な
い
」

と
い
う
言
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

こ
の
言
葉
の
意
味
に
感
銘
を
受
け
、
世
界

に
広
め
る
こ
と
を
決
意
し
、
今
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。「
も
っ
た
い
な
い
」が
、「
モ
ッ

タ
イ
ナ
イ
」
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

志
布
志
市
の
ご
み
の
出
し
方

　

私
た
ち
は
、
使
っ
て
い
ら
な
く
な
っ
た

物
は
、
き
れ
い
に
洗
っ
て
出
し
ま
す
。
そ

し
て
袋
に
は
名
前
を
書
い
て
、
出
し
た
ご

み
に
責
任
を
持
ち
ま
す
。混
ぜ
れ
ば
ご
み
、

分
け
れ
ば
資
源
で
す
。

　

ま
た
市
に
は
ご
み
焼
却
炉
が
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
み
は
す
べ
て
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
埋
立
量
を
少
し
で
も
減
ら
す
た

め
に
分
別
排
出
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

埋
立
量
さ
ら
に
減
少

　

平
成
19
年
度
も
終
わ
り
、
下
表
の
と
お

り
、
ご
み
排
出
量
の
結
果
が
で
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
は
ご
み
総
量
と
し
て
は
若
干

増
え
た
も
の
の
埋
立
量
は
減
っ
て
い
ま

す
。

途
上
国
の
廃
棄
物
処
理

　
「
途
上
国
は
先
進
国
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
入
っ
て
き
て
ご
み
も
同
じ
よ
う
に

発
生
し
ま
す
が
、
焼
却
炉
を
建
て
る
お
金

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の
ご
み
は
す
べ
て

埋
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
も
う
満
杯
で

す
。
廃
棄
物
処
理
に
困
っ
て
い
ま
す
。」

と
は
、
昨
年
の
11
月
に
志
布
志
市
の
ご
み

減
量
に
つ
い
て
視
察
に
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
国
際
協
力
機
構
）
の
弁
で
す
。

「
志
布
志
モ
デ
ル
」
海
を
渡
る

　

そ
の
と
き
来
市
し
た
天
野
史
郎
国
際
協

力
専
門
員
は
、「
焼
却
炉
を
使
わ
な
い
で

80
㌫
以
上
埋
立
て
ご
み
を
減
少
さ
せ
た
こ

の
『
志
布
志
モ
デ
ル
』
を
是
非
、
途
上
国

に
も
広
め
た
い
」
と
い
っ
て
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　

海
外
に
私
た
ち
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
も
っ
た
い
な
い
」

の
言
葉
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
取
り
組
み

が
海
を
渡
り
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い
く
な

ん
て
素
敵
な
こ
と
で
す
ね
。

　

今
度
は
、
ご
み
は
分
別
し
て
埋
立
量
を

減
ら
す
と
い
う
『
志
布
志
モ
デ
ル
』
を
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
し
た
い
で
す
ね
。

も
の
を
大
切
に
人
を
大
切
に

 　

志
布
志
市
は
市
と
し
て
は
全
国
第
1

位
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
で
す
。
皆
さ
ん
の
協

力
の
賜
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
分
別
排
出

な
ど
面
倒
く
さ
い
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す

が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 　

こ
の
よ
う
に
分
別
す
る
こ
と
す
な
わ

ち
も
の
を
大
切
に
す
る
心
が
、
人
を
大
切

に
す
る
心
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

「
新
し
い
積
極
的
な
」
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

第
５
回
買
い
物
か
ら
ご
み
減
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
卓
会
議

　

10
月
27
日
に
市
衛
生
自
治
会
主
催
の

「
第
５
回
買
い
物
か
ら
ご
み
減
ら
し
円
卓

会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
買
い
物
を
通
し
て
ご
み
は

減
ら
せ
な
い
も
の
か
検
討
し
て
い
る
会
議

で
す
。
事
業
者
と
し
て
の
取
り
組
み
、
消

費
者
と
し
て
の
取
り
組
み
あ
る
い
は
行
政

と
し
て
の
取
り
組
み
は
何
か
出
来
な
い
か

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
21
年
４
月
実
施
を
目
指
し
て

　

前
回
の
会
議
の
中
で
「
レ
ジ
袋
を
有
料

化
す
る
こ
と
」
が
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
に
も

つ
な
が
り
、
ご
み
を
家
に
持
ち
込
ま
な
く

な
り
ご
み
減
量
化
に
な
る
と
の
認
識
の
も

と
、
平
成
21
年
4
月
を
目
指
し
て
市
内
一

斉
の
レ
ジ
袋
有
料
化
に
向
け
て
取
り
組
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
事
業
主
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
へ

　

今
回
の
会
議
で
は
、
こ
の
問
題
に
対
す

る
小
売
店
主
の
考
え
の
把
握
の
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

■
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動　

ポ
ス
タ
ー
作
成

　

市
衛
生
自
治
会
で
は
、
昨
年
の
10
月
に

第
1
回
の
会
議
を
開
催
し
て
以
来
、
様
々

な
議
論
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
次
の

よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
市
民
の
更
な
る
環
境
学
習
は
必
要
だ

●
小
売
店
は
消
費
者
が
レ
ジ
袋
が
ほ
し
い

　

と
い
っ
た
ら
断
れ
な
い

●
ポ
ス
タ
ー
や
川
柳
を
利
用
し
、
マ
イ

　

バ
ッ
グ
運
動
を
啓
発
す
べ
き
だ

●
レ
ジ
袋
有
料
化
の
検
討
が
必
要
だ

●
各
世
帯
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
配
っ
た
ら
よ
い

●
い
ら
な
い
バ
ッ
グ
を
配
る
こ
と
こ
そ
資

　

源
の
無
駄
遣
い
だ

　

こ
の
よ
う
な
意
見
に
対
し
こ
れ
ま
で
環

境
学
習
会
の
実
施
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な

ど
を
行
い
、
意
識
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　

レ
ジ
袋
有
料
化
に
つ
い
て
は
、
市
内
大

型
店
も
「
市
内
一
斉
に
実
施
す
る
の
で
あ

れ
ば
協
力
し
た
い
」
と
の
意
見
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

レ
ジ
袋
有
料
化
！
平
成
21
年
４
月
実
施
を
目
指
し
て

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

市
で
は
、
市
民
が
輝
く
「
共
生
・

協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
地
域
づ
く
り
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

の
市
民
団
体
、
自
治
会
等
が
地
域
の
課

題
解
決
に
向
け
自
主
的
・
継
続
的
に
取

り
組
む
公
益
的
な
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

■
市
民
提
案
型
共
生
・
協
働
・
自
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

モ
デ
ル
事
業

　

行
政
が
行
う
よ
う
な
事
業
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
地
域
づ
く
り
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
等
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
行
う
こ
と

に
よ
り
、
効
果
的
で
経
済
的
な
事
業
展
開

が
見
込
ま
れ
る
、
特
に
公
共
性
の
高
い
事

業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
額　

事
業
費
の
全
額
を
助
成

　
　
　
　
　
（
助
成
限
度
額
50
万
円
）

●
条
件　

10
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

●
決
定　

審
査
会
を
実
施
し
、
実
施
団
体

　
　
　
　

を
決
定
し
ま
す
。

■
共
生
・
協
働
・
自
立
の
社
会
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

担
い
手
育
成
事
業

　

共
生
・
協
働
・
自
立
の
社
会
づ
く
り
の

担
い
手
と
な
り
う
る
、
市
民
グ
ル
ー
プ
の

育
成
を
目
的
と
し
、
一
過
性
の
事
業
で
は

な
く
、
そ
の
後
の
事
業
展
開
を
通
じ
、
継

続
し
て
志
布
志
市
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
を

目
指
し
、
公
益
性
の
あ
る
事
業
を
行
う
市

民
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

■
新
規
事
業
部
門
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
）

●
交
付
額　

同
団
体
、
同
事
業
２
回
ま
で

申
請
で
き
、事
業
費
の
２
／
３
を
助
成（
助

成
限
度
額
10
万
円
、
２
回
目
は
５
万
円
。

農
林
産
加
工
・
販
売
場
に
つ
い
て
は
、
助

成
限
度
額
50
万
円
で
、
１
回
限
り
助
成
）

●
条
件　

５
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ

■
継
続
・
発
展
部
門

　
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
部
門
）

●
交
付
額　

同
団
体
、
同
事
業
１
回
ま
で

申
請
で
き
、事
業
費
の
２
／
３
を
助
成（
助

成
限
度
額
10
万
円
。
農
林
産
加
工
・
販
売

場
に
つ
い
て
は
、
助
成
限
度
額
50
万
円
）

●
条
件　

５
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が

行
う
、
５
年
以
上
継
続
し
て
い
る
事
業

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
企
画
政
策
課
地
域
政
策
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
２
５
２
）

市
民
が
輝
く
志
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

「いちの会」によるげんき市の様子

19

埋立ごみ８割減！

19

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

19
年
度

年度（平成）

志布志市のごみの量の推移（合併前は各町の合計） 会議では活発な意見がありました

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり

2008.11 ■市報しぶし　1�

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！
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10
月
15
日
か
ら
、
伊
藤
祐

一
郎
鹿
児
島
県
知
事
を
団
長

に
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
利
用
促

進
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
回
で

2
回
目
の
開
催
で
、
さ
ん
ふ

ら
わ
あ
利
用
促
進
の
た
め
に
、

知
事
や
市
長
な
ど
が
、
さ
ん

ふ
ら
わ
あ
に
乗
っ
て
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
船
内
で
の
時
間
を

利
用
し
て
、
知
事
と
大
隅
地

域
の
若
手
経
済
人
20
人
と
の

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
伊
藤
知
事
は
、
そ
の

中
で
「
大
隅
に
は
鹿
児
島
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
中

心
と
し
た
本
物
の
文
化
が
数

多
く
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
を

活
か
し
て
大
隅
半
島
の
経
済

浮
揚
を
図
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
運
航
会
社

で
あ
る
株
式
会
社
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ

リ
ー
の
大
阪
本
部
を
訪
れ
、
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
の
運
航
継
続
の
お
願
い
を
改
め
て
行

い
、
利
用
促
進
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
換

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
志
布
志
航
路
利

用
促
進
協
議
会
で
は
、
団
体
で
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
を
利
用
さ
れ
る
方
に
、
乗
船
料
の
一

部
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
職
場
の
旅

行
や
部
活
動
の
遠
征
な
ど
、
さ
ん
ふ
ら
わ

あ
を
利
用
し
た
団
体
で
条
件
を
満
た
せ

ば
、誰
で
も
助
成
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先　

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
志
布
志
航
路

　

利
用
促
進
協
議
会（
市
役
所
港
湾
商
工
課
内
）

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
８
６
）

「旬の味覚をはらいっぱい！」

主催 : ふるさとまつり有明実行委員会 志布志市役所港湾商工課内
　　　℡ 474-1111　Fax474-2281

第
３
回
志
布
志
市

12 月 7 日
（日）

テーマ「地産地消」
　　　「健康」「環境」

●フード
　フェスティバル
●健康づくり広場
●環境広場
●子ども広場
●フリーマーケット
●ゲートボール大会

●ダンス甲子園 SHIBUSHI
●アカペラ甲子園 SHIBUSHI
●太鼓演奏　ほか

　

増
田
三
郎
さ
ん
（
志
布
志
町
安
楽
）
は

９
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
宮
崎
県
で

開
催
さ
れ
た
第
29
回
国
際
・
全
日
本
マ
ス

タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
宮
崎
大
会
に

出
場
し
て
Ｍ
55
の
８
０
０
㍍
走
で
６
位
入

賞
、
１
５
０
０
㍍
走
で
４
位
入
賞
と
い
う

活
躍
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
マ
ス
タ
ー
ズ
各
県
対
抗
九
州
駅

伝
や
マ
ス
タ
ー
ズ
全
日
本
駅
伝
に
も
例
年

出
場
し
て
い
ま
す
。
こ
の
駅
伝
大
会
は
各

年
代
で
県
で
１
位
に
な
ら
な
い
と
出
場
で

き
な
い
た
め
「
本
戦
よ
り
も
予
選
の
方
が

緊
張
し
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

陸
上
は
学
生
時
代
か
ら
練
習
を
し
て
お

り
、
就
職
で
志
布
志
市
を
離
れ
て
か
ら
も

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
大
会
等
に
出
場
し

て
い
ま
し
た
が
、
約
30
年
前
に
志
布
志
へ

Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
し
ば
ら
く
の
間
は
走
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
10
年
程
前
に
子
ど

も
の
持
久
走
の
練
習
に
付
き
合
っ
て
か
ら

再
度
、
練
習
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

平
日
は
、
仕
事
が
終
わ
る
と
志
布
志
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
行
き
15
㌔
か
ら
20
㌔
程
走
り

ま
す
。「
身
体
が
慣
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
位
走
っ
て
も
疲
れ
な
い
し
体
調
も
良
い

で
す
」
と
話
し
、
風
邪
な
ど
も
め
っ
た
に

ひ
く
こ
と
は
な
い
と
い
い
ま
す
。

　

以
前
は
郡
内
一
周
駅
伝
や
地
域
の
大
会

も
数
多
く
あ
り
、
身
近
な
大
会
と
し
て
多

く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

は
そ
の
よ
う
な
大
会
が
無
い
の
で
さ
び
し

い
と
い
い
ま
す
。

　
「
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
靴
と
ジ
ャ
ー
ジ
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
始
め
ら
れ
て
、
お
金
も
か
か

ら
な
い
の
で
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
増
田
さ
ん
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
は
多
く
の
中
学
生
や
高
校
生
、
一
般
の

方
も
走
っ
て
い
ま
す
。
是
非
、
健
康
づ
く

り
や
目
標
の
達
成
感
を
味
わ
う
た
め
に
ラ

ン
ニ
ン
グ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
マ
ス
タ
ー
ズ
と
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
理

念
を
推
し
進
め
る
た
め
、
始
め
ら
れ
た
も

の
で
、
個
々
の
健
康
増
進
を
強
調
し
な
が

ら
、
一
方
で
、
自
己
記
録
へ
の
挑
戦
と
同

志
間
の
友
好
、親
睦
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

男
性
は
30
歳
か
ら
、
女
性
は
25
歳
か
ら
加

入
で
き
ま
す
。（
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
に
参

加
す
る
に
は
、
県
陸
上
協
会
に
連
盟
事
務

局
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
で
登
録
が

で
き
ま
す
。）

仕事が終わると近くのグラウンドに練習に行きます

Vol24.増田三郎さん（59 歳）

9 月 21 日に開催された県民体育大会の陸上男子 50 歳以上 2000m で力走する増田さん（ゼッケン 9 番）

1�　市報しぶし■ 2008.11

さんふらわあ利用促進ミッションの出発の様子

さんふらわあ利用促進ミッション
～さんふらわあの利用をお願いします！～

何回でも乗ってみたいですね！（ムカスネさん14歳男性）

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）
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株
式
会
社
鹿
児
島
電
子
は
昭

和
59
年
に
誕
生
し
、
曽
於
市
で

自
動
車
用
リ
レ
ー
の
一
部
分
の

製
作
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

高
度
化
す
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
産
業
の
一
翼
を
担
う
同
社

で
は
、半
導
体
集
積
回
路（
ホ
ー

ル
IC
）や
個
別
半
導
体
デ
バ
イ
ス（
ホ
ー

ル
素
子
）、
小
型
継
電
気
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の

生
産
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
全
般
、
精

密
モ
ー
タ
ー
の
設
計
、
製
作
、
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
は
、
国
内
の
工
場
で
１
１
３

人
、
中
国
内
の
工
場
で
約
９
０
０
人
が

働
い
て
い
ま
す
。

　

会
社
の
特
徴
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

即
応
し
た
技
術
の
開
発
、
品
質
管
理
の

徹
底
を
図
り
、
お
客
様
に
満
足
い
た
だ

け
る
製
品
を
製
造
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

同
社
の
製
品
に
は
皆
さ
ん
馴
染
み
が

な
い
の
で
す
が
、

ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

の
セ
ン
サ
ー
や
携

帯
電
話
部
品
、
自

動
車
部
品
の
ほ
か

農
業
用
機
器
の
セ

ン
サ
ー
（
さ
つ
ま

い
も
堀
り
機
）、

建
築
用
ブ
ラ
束
な

ど
、
私
た
ち
の
生
活
の

中
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。

　

渡
邊
春
一
会
長
は
東

京
で
就
職
し
て
い
ま
し

た
が
、
家
業
で
あ
る
茶

農
家
を
継
ぐ
た
め
に
28
歳
の
と
き
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
就
農
し
ま
し
た
。

　

17
㌶
の
茶
畑
を
経
営
し
て
い
た
た
め

多
く
の
作
業
員
を
雇
っ
て
い
ま
し
た

が
、
冬
場
は
仕
事
が
少
な
か
っ
た
た
め

年
間
を
通
じ
て
仕
事
が
無
い
か
考
え
、

倉
庫
で
自
動
車
用
の
部
品
を
製
作
し
た

の
が
会
社
の
前
身
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
あ
の
時
は
、
夫
婦
で
３
か
月
間
研

修
に
行
き
ま
し
た
」
と
話
す
渡
邊
会
長

は
「
モ
ノ
づ
く
り
」
が
好
き
で
、
そ
の

後
も
現
場
で
様
々
な
商
品
の
開
発
に
携

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
電
子
部
品
業
界
は
価
格
競

争
が
激
し
く
、
海
外
生
産
も
行
っ
て
い

ま
す
が
、
技
術
の
伝
承
や
産
業
の
空
洞

化
等
の
問
題
と
コ
ス
ト
の
問
題
に
は
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

社
訓
は
「
世
界
に
誇
る
製
品
の
完
成

に
各
自
確
認
を
も
っ
て
進
む
」「
各
自

の
向
上
な
く
し
て
企
業
の
繁
栄
は
な

い
」「
人
の
和
、
連
絡
に
密
、
積
極
的

実
行
を
忘
れ
ぬ
こ
と
」「
誠
意
を
こ
め

た
製
品
を
送
り
社
会
に
奉
仕
す
る
誇
り

を
も
つ
」
と
ハ
イ
テ
ク
産
業
こ
そ
「
人

間
味
」
が
大
切
と
い
い
ま
す
。

　

社
員
も
地
元
の
方
が
多
く
、
様
々
な

機
器
の
開
発
に
は
多
く
の
体
験
が
必
要

と
「
土
日
は
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」
と
い
い
、
会

長
自
ら
農
作
業
や

地
域
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

　
「
農
作
業
で
は
５

㌔
以
上
の
も
の
は
持

た
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
農
業
の
ゼ
ロ

力
化
を
視
野
に
イ
ネ

の
か
け
干
し
す
る
機

械
等
を
本
気
で
考
え

て
い
ま
す
。

　
「
人
と
技
術
に
新

し
い
こ
と
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

若
き
ハ
イ
テ
ク
集
団
と
し
て
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
な
が
ら
優
れ
た
技
術
と
豊

か
な
創
造
性
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
活

動
を
展
開
し
て
、
未
知
な
る
未
来
に
向

か
っ
て
走
り
続
け
て
い
ま
す
。

株式会社　鹿児島電子
●事業内容　半導体集積回路の電子機器のほか
　　　　　　	プラスチック成形やLED等の生産
●所在地　志布志市松山町新橋 21-40	
●従業員数　113 人　●創立　昭和 59 年 2月

志布志企業訪問
vol.4

渡邊春一会長

主力商品の一つ小型モーター

工場内の様子

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

１
０
０
年
と
健
康

　

第
20
回
や
っ
ち
く
松
山
藩
秋
の
陣
ま

つ
り
と
第
１
０
０
回
伊
﨑
田
相
撲
大

会
と
い
う
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
が
節
目
の

年
を
迎
え
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
０
０
年
と
一
口
に
言
っ
て
も
並
大
抵

の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
志
布
志

市
は
誕
生
し
て
３
年
足
ら
ず
で
す
が
、

１
０
０
年
後
の
姿
を
想
像
す
る
と
、
と

て
も
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
こ
ろ
に
は
私
は
い
ま

せ
ん
が
、
よ
り
多
く
の
〝
志
〟
が
あ
ふ

れ
る
ま
ち
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
社
会
は
世
界
の

動
き
と
密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
サ

ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
に
端
を
発
し
た
不

況
の
波
が
、
海
を
渡
り
全
世
界
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
専
門
家
は
こ
の
不
況

は
１
０
０
年
に
１
度
の
大
き
な
も
の
だ

と
い
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

１
９
９
０
年
代
に
日
本
で
起
き
た
バ
ブ

ル
経
済
の
崩
壊
に
対
す
る
日
本
政
府
の

対
応
が
世
界
で
認
識
さ
れ
て
い
る
た

め
、
各
国
の
政
府
が
協
調
し
て
対
策
を

講
じ
る
こ
と
で
、
早
期
に
回
復
す
る
の

で
は
な
い
か
と
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
経
済
不
安
の
な
か
、
10

月
21
日
、
22
日
に
東
京
で
、
県
の
企
業

立
地
懇
話
会
で
志
布
志
港
の
ポ
ー
ト

セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
を
代
表
す
る
様
々
な
企
業
の

ト
ッ
プ
と
お
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
が
、こ
の
不
況
に
対
し
皆
さ
ん「
会

社
の
業
績
は
、大
き
く
落
ち
込
ん
だ
が
、

早
期
の
回
復
は
可
能
だ
と
思
う
。
長
い

ス
パ
ン
で
見
る
と
経
済
は
成
長
を
続
け

る
だ
ろ
う
」
と
話
さ
れ
、
希
望
の
持
て

る
営
業
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
方
に
は
遅
れ
て
不
況
の

波
が
や
っ
て
き
ま
す
の
で
、
褌
を
し
め

て
市
政
運
営
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
は
10
月
26

日
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
交
流

大
会
の
３
㌔
に
出
場
し
ま
し
た
。
ま
だ

60
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
出
場
者
の
中

で
は
若
者
で
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
上

位
に
入
賞
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら
鍛
錬
さ
れ
て
い

る
出
場
者
に
は
と
て
も
歯
が
立
ち
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
会
に
は
、
市
内
か
ら
も

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
年
齢

を
重
ね
て
も
元
気
で
い
る
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

病
気
に
な
る
の
に
は
様
々
な
要
因
が

あ
り
一
口
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
今
の

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
適
度
な
運

動
や
食
生
活
に
気
を
付
け
る
な
ど
「
努

力
」す
る
こ
と
も
大
切
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
ひ
ま
わ
り
元
気
会
」
も
立
ち
上
が

り
、
会
で
は
様
々
な
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。
近
い
う
ち
に
「
健
康
プ
ラ
ン
」
を

公
表
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
心
身
と
も
に
健
康
な
人

生
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

このはがき振り込め詐欺です！

　このように、はがきや封書で、不特定多数の人に何の根拠もない通知書や督促状などを送り付け、不当にお金を
騙し取ることを目的とした振り込め詐欺のことを架空請求といいます。訴訟の通知書が、はがきで届くことは、絶
対にありません。
　完全に無視してください。それでも心配な方は公共の窓口に御相談ください。
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　　　　　　　松山支所　　地域振興課 地域振興�　℡ 487-2111（内線 321）　　地域振興課 地域振興�　℡ 487-2111（内線 321）地域振興課 地域振興�　℡ 487-2111（内線 321）　℡ 487-2111（内線 321）℡ 487-2111（内線 321）（内線 321）
志布志警察署　℡ 472-0110　 鹿児島県消費生活センタ－ ℡ 099-224-0999　  鹿児島県消費生活センタ－ ℡ 099-224-0999鹿児島県消費生活センタ－ ℡ 099-224-0999   

※本庁港湾商工課 （商工振興係）、志布志支所 地域振興課（地域振興係）、松山支所 地域振興課（地域振興係）では、
　消費生活に関するご相談も常時受け付けています。

※このペ－ジは捨てずに、もしもの時に備え電話の近くなどに貼ってご活用ください。

高度な技術の必要な物は国内で生産します

本社機能を移転した松山工場

相
談
窓
口



男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して
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専
業
主
婦
の
希
望

　

１
４
０
５
万
人
。
平
成
14
年
時
点
に

お
け
る
専
業
主
婦
の
お
お
よ
そ
の
人
数

で
あ
る
。
こ
の
年
の
結
婚
し
て
い
る
女

性
が
２
９
８
８
万
人
で
あ
る
か
ら
、
既

婚
女
性
の
ほ
ぼ
47
㌫
が
専
業
主
婦
と
い
う
こ
と

に
な
る
。（
総
務
省
統
計
局
『
就
業
構
造
基
本
統

計
調
査
』
か
ら
、
無
業
の
既
婚
女
性
で
主
に
家
事

を
行
っ
て
い
る
者
を
専
業
主
婦
と
定
義
し
た
。）

　

専
業
主
婦
の
多
く
は
、
育
児
や
介
護
、
あ
る

い
は
家
事
の
た
め
、
夫
や
家
族
が
そ
れ
ら
を
手

助
け
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
た
め

に
、
や
む
な
く
仕
事
を
や
め
て
専
業
で
行
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
実
際
、

専
業
主
婦
の
３
人
に
１
人
、
約
５
３
０
万
人
が

就
業
を
希
望
し
て
お
り
、
う
ち
１
８
７
万
人
ほ

ど
は
実
際
に
職
探
し
を
し
て
い
る
。

　

企
業
は
、
女
性
の
積
極
的
活
用
や
仕
事
と
家

庭
の
両
立
政
策
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
だ
し
て
い
る
。
し
か
し
再
雇
用
制

度
を
充
実
さ
せ
て
い
る
企
業
は
ま
だ
少
な
い
。
一

旦
は
専
業
主
婦
に
な
っ
た
既
婚
女
性
の
多
く
は
、

以
前
働
い
て
い
た
経
験
が
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
教

育
訓
練
次
第
で
は
大
い
に
戦
力
に
な
る
は
ず
だ
。

　

若
年
無
業
者
、い
わ
ゆ
る
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｔ（
ニ
ー
ト
）

は
85
万
人
ほ
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
職
を
探

し
て
い
る
専
業
主
婦
は
も
っ
と
多
い
こ
と
に
企

業
も
社
会
も
気
づ
く
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

る
、
又
は
あ
っ
た
者
か
ら

振
る
わ
れ
る
暴
力
」
と
い

う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
被
害
者
は
、

多
く
の
場
合
女
性
で
あ
り
、
経
済
的
自
立

が
困
難
な
女
性
に
対
し
て
配
偶
者
が
暴
力

を
加
え
る
こ
と
は
、個
人
の
尊
厳
を
害
し
、

男
女
平
等
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
っ
て
何
で
す
か
？

Ａ
．
結
婚
し
て
い
な
い

男
女
間
で
の
身
体
、
言

葉
、
態
度
に
よ
る
暴
力
の

事
で
、
特
に
、
被
害
者
と

な
り
や
す
い
女
性
は
、
加
害
者
の
行
動
を

自
分
を
愛
し
て
い
る
こ
と
の
裏
返
し
と
考

え
、
携
帯
電
話
の
チ
ェ
ッ
ク
や
性
行
為
の

強
要
な
ど
が
Ｄ
Ｖ
で
あ
る
と
気
づ
い
て
い

な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、
売

買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克
服
す

べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。
ま
た
、
平
成
11

年
に
国
連
が
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃

国
際
日
（
11
月
25
日
）」
を
定
め
る
な
ど
、

国
際
的
に
も
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．「
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
」

　
　

と
は
？

Ａ
．
英
語
の
「dom

estic violence

」
を

カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
も
の
で
、
略
し
て

「
Ｄ
Ｖ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
一
般
的
に
は
、

「
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ

毎
年
、
11
月
12
日
～
11
月
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す

団
塊
世
代
講
座
（
そ
の
Ⅰ
）
を
開
催

　

10
月
15
日
、
市
文
化
会
館
2
階
会
議
室

で
「
知
っ
て
得
す
る
！
生
活
の
知
恵
」
を

テ
ー
マ
に
小
浜
洋
一
さ
ん
（
鹿
児
島
県

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会

理
事
長
）
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
塊
世
代
を
中
心
に
生
活
資
金
や
年

金
、
生
命
保
険
等
に
つ
い
て
の
講
座
を
開

催
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
知
っ
て
得
す
る
タ
イ
ト
ル
の
如
く
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」「
学
習
で
き

て
今
ま
で
の
疑
問
点
が
解
け
ま
し
た
」「
聞

き
た
か
っ
た
話
し
が
い
っ
ぱ
い
で
息
も
つ

け
な
い
く
ら
い
で
し
た
」
と
改
め
て
皆
さ

ん
の
関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
団
塊
世
代
講
座
（
そ
の

Ⅱ
）
も
引
き
続
き
小
浜
洋
一
先
生
に
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

■還付金詐欺　　　	⇒社会保険事務所、税務署などの職員を装って還付金があるように騙す手口
■オレオレ詐欺　　	⇒配偶者、子供、孫、親戚などを名乗り相手を信じ込ませて騙す手口
■融資保証金詐欺	　⇒多重債務者などに、融資金が簡単に受けられるように騙す手口

アドバイス
　無�しましょう。無�しましょう。
　�T�に�うときには、要��です。�T�に�うときには、要��です。
　��のはがきや��は、捨てずに保管してください。��のはがきや��は、捨てずに保管してください。
　�迫や悪質な取立てがあった場合は、��に�けてください�迫や悪質な取立てがあった場合は、��に�けてください

　手口も��化し、振り込みだけではなく��や��、��を利用し現金を送らせる�－スまた本手口も��化し、振り込みだけではなく��や��、��を利用し現金を送らせる�－スまた本
人が直接、現金を受け取りにくる�－スなども報告されています。
　�判所を�り、あたかも実�に��を�こされていると�わせる����詐欺も報告されていま�判所を�り、あたかも実�に��を�こされていると�わせる����詐欺も報告されていま
す。�判所からの本当の通知は「特別送達」と記載された�判所の名前入りの��で送付され、郵
便局員より手渡しされるのが原則で受領の�、押印や署名を�められます。

「特別送達」を受け取った場合
　�ち�いて、その�判所が実在するか電話�などで調べます。�ち�いて、その�判所が実在するか電話�などで調べます。
　次に実在していても、電話�などの�号と��に記載されている�号が全く同じであるか�重に次に実在していても、電話�などの�号と��に記載されている�号が全く同じであるか�重に
確認してから連絡をとるようにしてください。
　詐欺の�害にあわないためには、詐欺の手口を知り普段の生活でだまされない心がけをしておく詐欺の�害にあわないためには、詐欺の手口を知り普段の生活でだまされない心がけをしておく
ことも大切です。

ひとりで考えない。すぐに行動しない。誰かに相談するようにしましょう！

相談会のお知らせ
志布志市役所では、本庁、各支所に於いて消費生活無料相談会を行います。
( 振り込め詐欺だけでなく消費生活全般のご相談に応じます。)
■場所　　有明本庁　　　１１月１９�（水��）１４�００�１６�００　　有明本庁　　　１１月１９�（水��）１４�００�１６�００有明本庁　　　１１月１９�（水��）１４�００�１６�００１１月１９�（水��）１４�００�１６�００月	１９�（水��）１４�００�１６�００１９�（水��）１４�００�１６�００�（水��）１４�００�１６�００（水��）１４�００�１６�００水��）１４�００�１６�００）１４�００�１６�００�１６�００１６�００
　　　　　志布志支所　　１１月２６�（水��）１４�００�１６�００志布志支所　　１１月２６�（水��）１４�００�１６�００１１月２６�（水��）１４�００�１６�００月	２６�（水��）１４�００�１６�００２６�（水��）１４�００�１６�００�（水��）１４�００�１６�００（水��）１４�００�１６�００水��）１４�００�１６�００）１４�００�１６�００�１６�００１６�００
　　　　　松山支所　　　１２月　３�（水��）１４�００�１６�００松山支所　　　１２月　３�（水��）１４�００�１６�００１２月　３�（水��）１４�００�１６�００月　３�（水��）１４�００�１６�００　	３�（水��）１４�００�１６�００�（水��）１４�００�１６�００（水��）１４�００�１６�００水��）１４�００�１６�００）１４�００�１６�００�１６�００１６�００
相談は、志布志市民の方に限らせていただきます。
■お問い合わせ
　志布志市役所����課��振興係　474-1111( 内線 284)志布志市役所	����課	��振興係　474-1111( 内線 284)
※秘密は厳守されます。

※消費生活の相談は、常時、市役所 ( 有明本庁、志布志支所、松山支所 ) で受け付けています。

架空請求以外の振り込め詐欺
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好
評
に
つ
き
第
２
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獨協大学経済学部准教授
阿部正浩氏

8

※コラム出典：「男女共同参画の広報のために」（男女共同参画の広報啓発に関する研究所製作）

女性支援相談室・フリーダイヤルをご利用ください
■相談室開設日：毎月第１・３水曜日午後１時～５時　　■開設場所：有�農村環境改善センター内
■フリーダイヤル（平日、8 時 30 分～ 17 時）　 0120-786-054（なやむ・おごじょ）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel	474-1111（内線 250・255）

多くの方が受講しました



■期日　12 月 21 日（日）　■開場　15:00　開演　15:30
■会場　 志布志市農村環境改善センター（志布志市役所隣り）
■料金　全席自由 2000 円
■問い合わせ先　市文化会館　℡472-3050
※お得なペア券シルバー券もありますのでお問い合わせください。
チケット販売所　志布志市文化会館 ・志布志市役所売店  ・やっちくふれ
あいセンター・（株）島津・三昧堂  ・くにみ書店 ・しぶしアピア ・市内郵便局

■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所福祉課		Tel	487-2111

これからの志布志創年市民大学プログラム（予定）
No �時 講義内容及び講師

14

11/15( 土 )
� 16( � )
6�50 �

ミステリーバスツアー修学旅行
「まるごと火の国熊本のまちづくり」
コッコファーム→菊池養生園→惣門塾→
熊本城→風の丘美術館 ETC．

15
11/26( 水 )
18�50 �

環境好学Ⅱ人間好学Ⅳ
「ナッちゃんのスローフードなまちづくり」ノ
ンフィクション作家　島村菜津

16
12/10( 水 )
18�20 �

地域好学Ⅹ I　生涯学習の始発駅志布志
「新幹線全線開通に伴うまちづくり」
　　　　元鹿児島中央駅長　中村　修

※途中入学大歓迎です！
※プログラムは諸事情により変更されることがあります。
■問い合せ先　市民大学事務局　℡ 472-3050

やっちくの秋を彩る　松山町文化祭
■日時　11 月 24 日（月）　午後６時開演
■会場　やっちくふれあいセンター
■作品展示　書道・短歌・盆栽・陶芸・手芸・着物リフォー
　　　　　　ムパッチワーク・ちぎり絵・淡彩画ほか
■舞台発表　舞踊・フラダンス・大正琴・コーラス
　　　　　　・琴・神舞ほか

2�　市報しぶし■ 2008.11

第 3 回志布志市小学校陸上記録会開催
　10 月 17 �、市陸上競技場で第 3回志布志市�学校陸
上記録会が開催され、市内 17 の�学校から集まった児
童は�頃の練習の成果を発揮していました。
（左記に１位の記録を紹介します。■は新記録・タイ記録です。）

　　種　目　名 氏　　名 学校名 記録
5 年男子 100m 走 14″8
5 年女子 100m 走 15″5
5 年男子走り幅跳び 3m77cm
5 年女子走り幅跳び 3m55cm
5 年男子走り高跳び 1m15cm
5 年女子走り高跳び 1m21cm
5 年男子 400m リレー 1′01″0
5 年女子 400m リレー 1′04″9
5 年男子 800m 走 2′48″
5 年女子 800m 走 3′00″
5 年男子ソフトボール投げ 49m58cm
5 年女子ソフトボール投げ 42m20cm
6 年男子 100m 走 13″6
6 年女子 100m 走 15″1
6 年男子走り幅跳び 4m35cm
6 年女子走り幅跳び 3m70cm
6 年男子走り高跳び 1m34cm
6 年女子走り高跳び 1m26cm
6 年男子 400m リレー 56″6
6 年女子 400m リレー 1′00″9
6 年男子 800m 走 2′43″
6 年女子 800m 走 2′45″
6 年男子ソフトボール投げ 59m26cm
6 年女子ソフトボール投げ 40m54cm
6 年男子 60m ハードル走 10″0
6 年女子 60m ハードル走 11″0
5・６年男女混合400mリレー 1′05″5

力強いスタートの 6 年生男子 100m 走

800m 走で力走する選手たち（6 年女子） 新記録の走り高跳び

■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　Tel 472-1111（内線 333）　
　

今
回
は
こ
れ
か
ら
流
行
す
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
の
予
防
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
の
違
い

発熱

主症状

悪寒
発病

全身の痛み（筋肉
痛、関節痛、腰痛等）

経過

合併症

インフルエンザ
38 � 40℃

発熱、筋肉痛、　
　関節痛など
強い

急激に発症

強い

短い

気管支炎、肺炎等

風邪
平熱または微熱
喉の痛み、鼻水、

咳など
軽い
ゆっくり

なし

短いが長引く
ことあり
少ない

　

表
の
と
お
り
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

流
行
性
疾
患
で
全
身
症
状
が
強
く
、
重

症
化
す
る
の
に
対
し
て
、
風
邪
は
全
身

症
状
は
弱
く
、
重
症
化
は
し
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
小
さ
な
子
ど
も

や
高
齢
者
、
心
臓
や
肺
に
慢
性
の
病
気

を
も
つ
人
の
場
合
、
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。
治
療
が
遅
れ
る
と
重
症
化
や
合

併
症
を
招
い
て
、
命
に
関
わ
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
対
応
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
基
本
は
、

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
す
。

　

流
行
す
る
前
に
抗
体
を
作
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
の
で
、
12
月
頃
ま
で

に
は
、
接
種
を
終
え
て
お
く
こ
と
が
望

ま
し
い
で
す
。風
邪
予
防
の
た
め
に
も
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を
と
る
。

　

体
力
が
低
下
し
て
い
る
と
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
日
頃
か

ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
十
分
な

睡
眠
を
と
っ
た
り
、
身
体
を
動
か
し
た

り
し
て
体
力
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

　

寒
く
て
乾
燥
し
た
空
気
は
の
ど
の
粘

膜
の
防
護
機
能
を
低
下
さ
せ
、
ウ
イ
ル

ス
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

■
外
出
後
は
う
が
い
、
手
洗
い
を
す
る

基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
か
な
り
効
果

が
あ
り
ま
す
。

■
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
つ

ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
し
た
状
態
で
活
発
に

活
動
し
ま
す
。
湿
度
を
保
ち
、
定
期
的

に
換
気
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
各
医
療
機
関
の
御
協
力
を
い

た
だ
き
、
次
の
と
お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザワク

チ
ン
の
個
別
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
65
歳
以
上
の
者
（
受
け
る
時
点
で
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
心

臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能

又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
者
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
に
定
め
る
者
（
対
象

者
へ
は
通
知
し
ま
す
。）

■
接
種
回
数　

年
１
回

■
接
種
実
施
期
間

　

11
月
１
日
～
12
月
31
日
（
診
察
日
）

■
公
費
補
助
額　

２
０
０
０
円

※
接
種
金
額
が
２
５
０
０
円
を
下
回
る

場
合
は
本
人
負
担
額
５
０
０
円
を
引
い

た
額
を
市
が
負
担
し
ま
す
。
逆
に
、
上

回
る
場
合
は
、
市
負
担
２
０
０
０
円
を

引
い
た
額
を
本
人
が
負
担
し
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
医

療
機
関
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
尚
、

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
保

健
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
防
す
る
た
め
に

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
　
　
　

予
防
接
種
の
ご
案
内

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

　
　

  

風
邪
の
予
防

10 月の歯科検診でむし歯の無かっ
た子どもたちです。
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人
は
亡
く
な
る
と
、
お
墓
に
葬
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
今
も
昔
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

縄
文
時
代
の
お
墓
は
地
面
に
穴
を
掘

り
、
そ
の
ま
ま
遺
体
を
葬
る
も
の
が
一
般

的
で
し
た
。
し
か
し
、
弥
生
時
代
に
な
る

と
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響
も
あ
り
、
地

域
や
時
期
に
よ
っ
て
様
々
な
形
の
お
墓
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

大
き
な
甕
を
二
つ
組
み
合
わ
せ
て
棺
と

す
る
「
甕か

め
か
ん
ぼ

棺
墓
」（
佐
賀
県
吉よ

し
の
が
り

野
ヶ
里
遺

跡
が
有
名
で
す
。）、
板
状
の
石
を
箱
状
に

組
み
合
わ
せ
て
棺
と
す
る
「
石せ

っ
か
ん
ぼ

棺
墓
」、

木
製
の
棺
を
用
い
る
「
木も

っ
か
ん
ぼ

棺
墓
」、
そ
し

て
円え

ん
け
い形

（
方ほ

う
け
い形

）
に
盛
り
土
を
し
、
そ

の
中
央
に
遺
体
を
葬
る
た
め
の
墓
穴
を
掘

り
、盛
り
土
の
周
囲
に
溝
を
巡
ら
せ
る「
円

形
（
方
形
）
周し

ゅ
う
こ
う
ぼ

溝
墓
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

県
内
に
お
い
て
、
弥
生
時
代
の
お
墓
が

見
つ
か
る
こ
と
は
か
な
り
珍
し
い
の
で
す

が
、松
山
町
の
京
ノ
峯
遺
跡
で
は
円
形（
方

に
使
っ
た
道
具
を
捨
て
た
穴
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
、
壷
の
中
に

は
お
酒
が
入
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
、
京
ノ
峯
遺
跡
で
は
お
墓
は

見
つ
か
り
ま
し
た
が
、
住
居
跡
の
よ
う
な

日
常
生
活
の
痕
跡
は
発
見
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
つ
ま
り
、
集
落
と
墓
地
と
が
区
別

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

南
に
約
５
０
０
㍍
離
れ
た
前
谷
Ｂ
遺
跡

で
は
、
同
じ
時
期
の
竪
穴
住
居
跡
が
３
軒

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
京
ノ
峯
遺
跡
に
葬

ら
れ
た
人
々
が
住
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
ど
の
よ
う
な
人
が
葬
ら
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
残
念
な
が
ら
、
調
査

で
は
人
の
骨
や
副ふ

く
そ
う
ひ
ん

葬
品
は
見
つ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
こ
の
地
に
住
ん
で
い
た

全
て
の
人
が
周
溝
墓
に
葬
ら
れ
た
と
は
考

え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
人
物
、

つ
ま
り
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
物
の
お
墓
で

あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

弥
生
時
代
は
今
か
ら
約
２
４
０
０
年
前

に
水
田
稲
作
を
生な

り
わ
い業
の
中
心
と
し
て
成
立

し
た
時
代
で
す
。
し
か
し
、
大
隅
半
島
の

シ
ラ
ス
台
地
で
は
、
動
物
の
狩
り
や
植
物

の
採
集
、
そ
し
て
畑
作
と
い
っ
た
縄
文
時

代
以
来
の
伝
統
的
な
生
業
が
続
い
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
に
住
ん
で
い
た
人
々
も
畑
作
を

中
心
に
、
狩
り
や
採
集
を
行
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
活
を
日
々

送
る
中
、
集
落
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
物
が

亡
く
な
る
と
、
小
高
い
丘
の
上
に
周
溝
墓

を
作
っ
て
遺
体
を
葬
り
、
お
祭
り
を
行
っ

て
、
あ
の
世
に
送
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

京
ノ
峯
遺
跡
で
は
弥
生
時
代
だ
け
で
な

く
、
古
墳
時
代
や
鎌
倉
・
室
町
時
代
の
お

墓
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元

の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
明
治
時
代
以
前

に
は
神
社
な
ど
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

し
て
現
在
、
や
っ
ち
く
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
と
遺
跡
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
は
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て

今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
、
特
別
な
場
所
で

あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

形
）
周
溝
墓
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

円
形
（
方
形
）
周
溝
墓
は
弥
生
時
代
前
期

（
約
２
３
０
０
年
前
）
に
近
畿
地
方
に
お

い
て
現
れ
た
も
の
で
す
。
南
九
州
に
は
瀬

戸
内
地
方
か
ら
東
九
州
を
経
て
伝
わ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
指
宿

市
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

京
ノ
峯
遺
跡
は
松
山
町
泰
野
の
、
見
晴

ら
し
の
良
い
丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。
平
成

３
年
に
調
査
が
行
わ
れ
、
弥
生
時
代
中
期

後
半
（
約
２
１
０
０
年
前
）
の
、
円
形
周

溝
墓
が
20
基
、
方
形
周
溝
墓
が
２
基
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

周
溝
墓
は
直
径
４
～
８
㍍
の
大
き
さ
で

す
。
ま
た
、
中
央
の
墓
穴
は
長
さ
約
２
㍍

で
、
全
て
北
西
方
向
を
向
い
て
い
ま
す
。

　

周
溝
墓
の
近
く
で
は
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

残
っ
た
壷つ

ぼ

の
入
っ
た
穴
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
遺
体
を
葬
る
際
の
お
祭
り

上空から見た調査中の京ノ峯遺跡

【お詫び】10 月号で紹介した「肆部合の板
いたび

碑」のなかで表記が「石碑」となっている箇所がありました。正しくは「板
　　　　		碑」でした。お詫びのうえ訂正いたします。
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■問い合わせ先　志布志市立図�館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせん読み聞かせ会 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会 14 時〜

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■コードブルー　　林　宏司　脚本

　翼を持った緊急救命「ドク
ターヘリ」。最先端の医療現場
と、そこで奮闘するフライトド
クター候補生と指導医たちが、
自分の人生と医師としての職務
のはざまで揺れ動く姿を描く。
同名のフジテレビドラマのノベ
ライズ。

■遊行の門　五木　寛之　箸
　人は生きているだけで価値が
ある。成功しようと不遇のまま
すごそうと、とりあえず今�ま
で生きてきた。そこに�味があ
るのだー。不安なこころを支え
る言葉に満ちたエッセイ集。

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「あき」

各分館の読み聞かせ会
■ 11 月 22 �（木）	 午前 10 時	 有明分館（改善センター内）
■ 12 月 13 �（土）	 午前 10 時 30 分	 志布志分館　クリスマス読�会
■ 12 月 20 �（土）	 午前10時30分（予定）	 本館　　　　クリスマス読�会
■ 12 月 23 �（火）	 午前				9 時 30 分	 松山分館　　クリスマスおはなし会
■ 12 月 25 �（木）	 午前 10 時　有明分館（改善センター内）　　　午後 2時　安楽分館　クリスマス読�会

今月のテーマ図書
「あったか料理」

休館日カレンダー（本館）
November　11 月

日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

December　12 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20

○
○

○
○

○

　尾野見�学校では、読�への関心を高め、読�習慣
を身に付ける機会とするため、毎年 10 月を校内読�
月間と定めております。
　10 月 23 �には読�集会が開催され、新しい本の紹
介や各学年の代表者によるおすすめの本の紹介、また
市立図�館職員による読み聞かせ会も行われました。

小学校の読書集会で読み聞かせ会

　市立図�館では、読み聞かせ会の依頼のあった市内
の�学校で職員による読み聞かせ会（大型紙芝居やブ
ラックシアターなど）を実施しています。
　この読み聞かせ会は、子どもたちの読�活動の推進
を図ることを目的とした市立図�館の事業の一環とし
て実施しており、子どもたちからも喜ばれております。
　読�はこころの栄養です。家庭で・学校で・図�館
でたくさんの本を読みましょう。

■
第
七
話　

京き
ょ
う
の
み
ね
い
せ
き

ノ
峯
遺
跡

依頼のあった小学校で読み聞かせも実施します

読書集会では本の楽しみを再確認しました（尾野見小学校）
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地域の行事に参加していますか。
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し
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し
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し
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　　　　Ｑ５　家庭でのコミュニケーションは？　

　　　　Ｑ６　地域とのふれあいは？　

　本市の子どもたちは、手伝いを
している方だと言えます。これは、
親がしつけの一つとして「させて
いる」結果の表れであると考えら
れます。
　しかし、手伝いはしながら、親
子の会話については�学生より中
学生の方が少ない傾向にあるよう
です。中学生は心身の成長に伴い、
自分を見つめる時期に入っていま
す。親子の会話が、子どもたちの
健全育成につながります。人生の
先輩として、語りかけてください。

　志布志市は全国的に見ても、地
域行事が盛んです。大人を子ども
が知り、子どもも大人を知ってい
る町づくりが、気負うことなくで
きています。あいさつに関する調
査にその結果が表れています。
　地域の歴史や自然についての関
心については、中学生は、ほぼ全
国平均と同じですが、�学生は、
関心が高いようです。郷土を知り、
郷土を愛する子どもを育てるため
の�夫を今後さらに進めていく必
要があります。
　また、地域行事への参加状況
は、�学生は高い傾向があります
が、中学生はあまり高くないよう
です。部活動やその他の活動でな
かなか時間がとれないこともあり
ますが、郷土を愛する心の育成を
目指す�味からも、様々な�夫を
して地域行事への参加を促すこと
が大切です。

　子どもの人生は大人の教育如何に関わっています。家庭における人格形成づくりの基盤の上に学校教育は成り
立っており、学校教育における友だちや教師など、多くの人々との体験的活動を通した学習により生活力は培わ
れていきます。２か月にわたって、子どもの学力や生活面についてお伝えしてきましたが、これだけの分析で、
志布志市の子どもたちのすべてを把握するには不十分な面があります。しかし、志布志市の大人と子どもが共に
考えていかなければならないことをご理解いただけたのではないでしょうか。
　志布志市教育委員会では、これからも子どもたちの健全育成のために努力を続けてまいります。
　ご�見・ご感想がありましたらいつでもご連絡いただきますよう、よろしくお願いします。

平成 20 年度「全国学力・学習状況調査」を振り返って
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　「早寝・早�き・朝ごはん」
運動が展開されているところで
すが、１�のエネルギーの源は
朝食です。本市の子どもたちは、
全国に劣らず、朝食をきちんと
とっているようです。これから
は、さらに栄養のバランスも考
えると良いでしょう。

　睡眠時間は、全国に比べると
やや長い傾向にあります。十分
な休養という点では、満足でき
る結果です。心身の健康を保つ
ためにも睡眠はとても大切で
す。早寝・早�きをこころがけ
ましょう。

　基本的には保護者の判断によ
るのでしょうが、教育関係者は
皆、口をそろえて好ましくない
と答えています。モラルの問題、
ルールの不明確さから子どもへ
の被害だけでなく、子ども自身
が加害者になる�ースも発生し
ています。問いにある「通話や
メール」以前の問題を保護者は
真剣に考えるべきでしょう。

　　全国平均に比べ、本市の児
童生徒の読�量は多いようで
す。しかし、中学校では、全く
読まないと回答した生徒が全体
の３割以上もおり、家庭での読
�をさらに推進する必要があり
ます。

～平成 20 年度「全国学力・学習状況調査」の結果（その２）～
　今月も、先月に引き続いて「全校学力・学習状況調査」についての紹介をいたします。10 月号では主に本市の
�学生、中学生の学力の結果について説明しましたので、今回は生活面における調査の中から、特に「家族や地域
とのふれあい」をキーワードにして、全国と比較してみたいと�います。

Ｑ１　１日のエネルギーの源は？

Ｑ２　平日の睡眠時間は？　

Ｑ３　携帯電話は持たせてもよいのですか？　

Ｑ４　読書をしていますか ?　
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■問い合わせ先　志布志市教育委員会　℡ 472-1111( 内線 322・323)　E-��il ����ou�youi�u�city.shibushi.l�.jp志布志市教育委員会　℡ 472-1111( 内線 322・323)　E-��il ����ou�youi�u�city.shibushi.l�.jp・323)　E-��il ����ou�youi�u�city.shibushi.l�.jp323)　E-��il	����ou�youi�u�city.shibushi.l�.jp

【お詫び】10 月号で紹介した「全国学力・学習状況調査」の結果の中で「学校外でどれくらいの時間勉強をしていますか？」
　　　　			と「平�にテレビやビデオ等を見る時間」のグラフの内容が逆になっていました。お詫びのうえ訂正いたします。



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

�

な
�
�
千
円
分
の

�

商
品
券
を
�
人
の

�

方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

　お便りをくださった方の中
から抽選でひまわり券 5 枚
と、サンポートしぶしアピア
�品券「1000 円分」を 5 人
の方にプレゼントします。（発
表は発送をもってかえさせて
いただきます）

（No.035/2008-11）

　　　康
やすお

雄さん　　　　　　　　　　　23 歳（志布志町志布志）
職業：飲料関係
趣味：ラジコンカー、旅行
余暇の過ごし方：友人とドライブに出かけたり彼女とデート
理想の異性：明るくて、いつも笑顔のたえない今の彼女。
今のお仕事はどうですか：やりがいのある仕事だと�っています。
夢は：イタリアに移住！
友人（まっちゃん）から一言：
　いつも周りを明るくさせるテクニシャン！彼女想いのいい奴です！
　男でも惚れてしまいそうな、良い性格の持ち主です！（笑）
　最近は家にお邪魔して、楽しく、面白い時間を過ごせています。これか
らもそういう時間を一緒に過ごしていきたいなぁと�ってるよ。

キラリ青春に登場してくださる方を募集
しています。自薦他薦は問いません。市
報担当までご連絡ください。
　　■連絡先　℡ 474-1111（内線 215）

　　タミエさん（87 歳）　　　　	　　　　　　　松山町泰野
　タミエさんは昭和 33 年から 10 年位前まで、松山中学校の近く

で「瀬戸山店」を営んでいました。自宅を新築と同時に店をたたん
でからは、悠々自適にのんびりとくらしているといいます。

　松山地区には中学校は 1校しかないため「ほとんどの」住民は顔見知
りになったと笑います。松山出身タレントの綾�路きみまろさんがテレビ等

で、瀬戸山さんのことを親しみを込めて「タミさん」と呼んでいたため中学生
も見かけると大きな声で「タミさ�ん」と声をかけてきます。
　歩くのが趣味で昭和 63年 12 月 8�から毎朝 45分間歩いています。それから自
転車は平成 8年 8月 8�に転んでから「今がやめ時」と乗らなくなったそうです。
　テレビはあまり見ず、ラジオを聴いている時間の方が長いといいます。食事の
支度など家事も元気にこなして、最近の趣味は昔ならった歌を�い出して歌うこ
とと、�学校時代の同級生を一人ひとり鮮明に�い出してみることといいます。
　週に一度の墓参りで先祖をまもりながら、幸せをかみしめて暮らしています。

　　　煌
こうよう

央ちゃん（10 か月）
　　　　　　　　（志布志町志布志）
父　政明さん　母　弥生さん

「マンマ�マンマ！」とご飯の時間に
なるとお腹がすいたことをアピールす
る食いしん坊♡「いただきま�す」「ご
ちそうさま」で手を合わせる仕草もで
きるようになりました。
　煌央の笑顔でみんな幸せいっぱいです。
心身ともにたくましく育ってね！（両親より）

　　　花
かりん

凛ちゃん（3歳）　　　（有明町原田）
　　　恋

れのん

音ちゃん（1歳）
父　浩昭さん　母　美保さん

　妹の世話やおそうじなんでもできちゃう
とっても頼りになるかりんちゃん♡♡
　ママはとっても助かってます (^.^)
　妹のれのんはいつもニコニコ☺とっても素
敵な笑顔に毎�いやされます♡♡
		2 人はパパとママの宝物です♡♡♡（両親より）
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読者プレゼント

　　　慈
じぇい

英ちゃん（6歳）	　　（松山町泰野）
　　　父　浩二さん　母　幸子さん

　Ｊ
じぇい

くんはからあげとブドウが大好きで、大好
きなお兄ちゃんといつも一緒に遊んでいます。
　好きなテレビは「おはコロ」のペンギンの
問題です。それからゲームが大好きでＷｉｉ
のマリオシリーズ等にはまっています。
　とても元気いっぱいで我が家のアイドルで
す♡　　　　　　　　　　　　　（両親より）
　

上甲晃氏

あ
た
や
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オウム真理教関係特別手配犯人の逮捕にご協力ください

あなたの情報が逮捕に結びついた場合は「オウム真理教特別手配被疑者検挙のための懸賞金広告実行委員会」から、犯人
1 人当たり 200 万円が支払われます。「こんな情報が・・・」と思っているあなたの情報が犯人逮捕につながるかもしれまん。

情報提供は 110 番、最寄りの警察、フリーダイヤル 0120-006-024 まで！

お便り市民のこえに今月は 13 通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券
とクルッピーは 5人の方に差し上げます。（イラストの投稿は濃い目に描いてください）
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イ
ヤ
等
た
く
さ
ん
の
野
菜
が
で

き
ま
し
た
。
秋
野
菜
の
種
も
蒔
き
ま
し

た
。
今
、
小
さ
な
芽
が
出
て
い
ま
す
。

大
切
に
育
て
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

仕
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
か
ら
、
自
然

に
恵
ま
れ
た
地
で
の
生
活
に
心
や
体
が

元
気
に
な
っ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
う
れ
し
い
こ

と
は
、
市
立
図
書
館
の
本
が
一
度
に
10

冊
借
り
れ
る
こ
と
で
す
。
毎
回
か
か
え

き
れ
な
い
ぐ
ら
い
の
本
を
借
り
て
い
ま

す
。　
（
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
51
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

�

志
布
志
�
に
ず
�
っ
�
住
�
で
�
る

�
、
そ
の
良
�
が
な
�
な
�
分
�
�
ま

せ
�
が
、
改
め
て
「
ふ
る
�
�
」
の
良

�
を
感
じ
ま
し
た
。
素
敵
な
志
布
志
�

暮
ら
し
を
続
け
て
く
だ
�
�
。

市
の
様
々
な
取
り
組
み
に
期
待
！

　

い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
い
ま

す
。
ク
ル
ッ
ピ
ー
は
か
わ
い
い
で
す
ね

（
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
）。
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど

あ
れ
ば
爆
発
的
に
売
れ
る
か
も
？

　

と
こ
ろ
で
、
子
ど
も
が
電
車
好
き
な

の
で
、
日
南
線
を
特
集
し
て
ほ
し
い
と

申
し
て
お
り
ま
す
。「
は
や
と
の
風
わ

く
わ
く
探
検
乗
車
」
に
も
、
ぜ
ひ
申
し

込
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
10
月
号
の
お
便
り
に
子

ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
が
、
南
日
本
新
聞
に
連
載
さ

れ
て
い
た『
羽
根
木
プ
レ
ー
パ
ー
ク（
冒

険
遊
び
場
）』
の
よ
う
な
も
の
が
で
き

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
習
の
子
ど
も
向
け
講

座
の
中
で
自
転
車
に
補
助
輪
な
し
で
乗

れ
な
い
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
「
子
ど

も
自
転
車
教
室
」
を
新
設
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
森
下
先
生
の
「
子
ど
も
絵

画
教
室
」
を
有
明
地
区
で
も
開
催
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
（
Ｄ
・
Ｓ
マ
マ
さ
ん
44
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

�

昔
は
ま
ち
全
体
が
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の

様
な
も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
ま

�
っ
て
�
ま
し
た
が
、
最
近
は
自
由
に

遊
べ
る
�
こ
ろ
が
少
な
く
な
�
ま
し

た
。
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
に
つ
�
て

は
�
報
で
紹
介
し
た
�
�
思
�
ま
�
。

そ
の
他
、
ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
各

担
当
で
協
議
を
し
た
�
�
思
�
ま
�
。

コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
志
布
志
市
で
も

　

９
月
中
旬
の
新
聞
の
中
に
都
内
で
あ

る
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
「
コ
ミ
ッ
ク

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
、
東
京
以
外
の
都
道

府
県
で
も
、
同
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
た
め
の
公
募
を
す
る
と
言
う
記
事

が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
東
京
の
有
明
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
行
わ
れ
る
場
所
が
湾
岸
地
域
な
の

で
、
港
の
近
く
で
、
な
お
か
つ
「
さ
ん

ふ
ら
わ
あ
」
の
利
用
も
プ
ラ
ス
で
考
え

て
み
る
と
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
度
、
12
月
に
あ
る
冬
の
「
コ
ミ
ッ

ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
へ
視
察
を
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
イ
ベ
ン
ト
の
規

模
を
考
え
る
と
大
き
す
ぎ
る
の
で
難
し

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
色
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
市
で
も
開
催
す
る
な
ら
１
度
は

見
に
行
っ
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
気
楽
な
気
持
ち
で
行
く
と
大

ケ
ガ
を
す
る
の
で
、
下
準
備
は
怠
り
な

く
！　
　
　
（
機
龍
改
さ
ん
43
歳
男
性
）

　
　
　
　

▼

�

昭
和
50
�
�
ら
始
ま
っ
た
伝
統
あ
る

「
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
」。
全
国
�
ら

多
く
の
人
が
集
ま
�
、
連
日
10
万
人
を

超
え
る
人
出
で
に
ぎ
�
っ
て
�
る
�
�

�
ま
�
。
志
布
志
�
に
も
伝
統
あ
る
イ

ベ
ン
ト
等
も
数
多
く
あ
�
ま
�
が
、
新

し
�
こ
�
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
�
る
こ
�
も

大
切
だ
�
思
�
ま
�
。
�
内
で
参
加
し

た
こ
�
の
あ
る
方
の
感
想
も
聞
�
て
み

た
�
�
思
�
ま
�
。
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご�見等何でもお好きなことを�
いてください。（内容によっては一部
修正して掲載する場合もあります）
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します。
内容につきましては紙面の都合
で割愛する場合があります）

俳
句
（
左
右
句
会
）

い
つ
か
別
れ
は
来
る
冬
草
を
歩
む 

竹
田　
　

萍

滝
の
水
足
し
て
商
う
新
豆
腐 

吉
田　

十
二

サ
ン
グ
ラ
ス
空
の
青
さ
を
吸
収
す 

若
松
田
鶴
子

と
ん
ぼ
う
と
明
日
を
見
て
い
る
露
天
風
呂 

東
平　

要
一

抱
く
に
は
色
う
す
す
ぎ
て
秋
桜 

肱
岡
ち
か
子

足
し
算
も
引
き
算
も
無
い
末
期
の
水 

暉
峻　

康
瑞

は
た
た
が
み
空
を
勝
手
に
渡
り
い
る 

天
水
美
保
子

手
を
打
っ
て
海
の
底
ま
で
星
降
ら
す 

藤
後
む
つ
子

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

題「
野や

ぼ暮
」 

嫁も

れ
だ
さ
ん
青に

せ年
が
言い

う
事こ

ち
ゃ
野や

ぼ暮
な
法ほ

ら螺 

丸
目
南
兵
衛

題「
難

む
っ
か
し
」 

仲な
か
え良
夫み

と婦
難む

っ
かし
話は

な

し
ゃ
先さ

き
送お

く

っ 

畑
山　

敏
昭

題「
秋あ

っ

」 

秋あ
っ
か
ぜ風

が
隣と

な

や
秋さ

ん

ま
刀
魚
ち
布ふ

れ令
を
し
っ 

宮
原　

照
見

題「
物も

の
ず好
っ
」 

太て

こ

し

ゃ

ん

鼓
三
味
線
に
物も

の
ず好
か
臍へ

そ

を
踊お

ど

ら
せ
っ 

野
崎　

満
夫

現在のイメージ 現在のイメージ 現在のイメージ

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku  *2008.11

今年も満開の安楽コスモス園

秋も深まってまいりました



高い医療費みんなで助け合い国保の心
■平成20年8月分療養給付費等の状況です。

一 般 196,714,322 円
退 職 7,142,371 円
後期高齢者支援金 42,950,000 円
介 護 納 付 金 17,955,000 円
合 計 264,761,693 円
国保1人あたり平均 21,793 円
　この金額は、国民健康保険に加入してい
る皆さんが医療機関等で診療したものに対
し、市（国保）が支払った医療費です。
■負担内訳です。（一般分）

医 療 費 総 額 269,649,264 円
市（
国
保
）負
担

療 養 給 付 費 196,714,322 円
高 額 療 養 費 24,227,525 円
他 法 負 担 7,603,847 円

本 人 負 担 41,103,570 円
医療費総額の約 84.8％を市（国保）が負担しています。

��　市報しぶし■ 2008.11 2008.11 ■市報しぶし　��

C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に
な
れ

ま
せ
ん
。

第
３
回
志
布
志
市
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

11
月
22
日
（
土
）　

午
前
9
時
30
分
～

■
会
場　

志
布
志
市
文
化
会
館

■
表
彰
式

●
社
協
会
長
表
彰

●
福
祉
作
文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

●
福
祉
作
文
最
優
秀
作
品
朗
読

■
講
演

●
講
師　

宮
下
江
里
香
氏

（
自
閉
症
の
長
女
と
超
未
熟
児
で
生

ま
れ
た
長
男
の
育
児
を
無
心
に
行
う
中
、
親
と
し

て
の
愛
情
や
発
達
障
害
と
向
き
あ
う
日
々
の
思
い

を
歌
と
し
て
綴
り
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。）

●
演
題　
『
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』

※
入
場
無
料
で
す
。ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
４
７
２
ー
１
８
０
０

平成 20 年度県 PTA 活動研究委嘱公開松山大会
～皆様のご参加をお待ちしています～

■日時　11 月 29 日（土）　9:00 ～ 12:40
■会場　志布志市松山やっちくふれあいセンター
■講演　11:20 ～ 12:30
　演題「いのちってあったかい」　講師　山本文子氏
【講師について】1944 年高知県生まれ。北海道大学医学部附属助産婦学
校卒業後，数カ所の病院に勤務した後、香川県高松市に「いのちの応援舎」
を設立しました。現在、「いのちの応援舎」の仕事
の合間を縫って、全国各地で精力的に講演活動を展
開され、その功績から厚生労働大臣表彰など多くの
賞も受賞されています。
■問い合わせ先　志布志市教育委員会　℡ 472-1111（内線 337）

ふるさと寒中歩こう大会 in 松山参加者募集！
■期�　12 月 14 �（�）【雨天中止】
■集合場所　やっちくふれあいセンター（受付時間 9:00 � 9:30）
■コース　やっちくふれあいセンター�城山総合公園（昼食）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�やっちくふれあいセンター
■申込方法　事前申込制です。所定の申込�に必要事項を記入の上、11 月 28 �
　　　　　　までに生涯学習課または、各教育分室までお申し込みください。
※申込�は、生涯学習課、各教育分室、文化会館、図�館、体育館、温水プール、
　各条例公民館に配布してあります。
■参加費　　無　料
■問い合わせ先　志布志市教育委員会　生涯学習課　社会教育係
　　　　　　　　℡ 472-1111（内線 335）　F�x473-1880

環境学習少年団課外授業
平成の名水百選普現堂湧水に学ぶ

　普現堂湧水が平成の名水百選に選ばれ
たのを記念して下記の�程で環境学習会
を開催します。外部講師を招き試薬を
使った検査などを体験できます。
　皆様の参加をお待ちしています。
■�時　11 月 29 �（土）　9:00 �
■場所　普現堂湧水（蓬の郷）
■問い合わせ先　市役所環境政策室

　℡ 474-1111（内線 131）

市の人口　　9月 30 �現在
人　口	 34,794 人	 	 （△ 11）
				男	 16,361 人	 	 （△ 1）
				女	 18,433 人	 	 （△ 10）
転　入	 104 人	 　転　出	 　97 人
出　生	 28 人	 　死　亡	 　46 人
世帯数	 15,671 戸	 	 （2）

 志布志港　平成 20 年 8月分

　①入�隻数	 	 47 隻
　　（�本 0、外国 47）
　②輸出	 9 億 52 百万円
　③輸入	 111 億 31 百万円

資料　鹿児島税関支署

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

宮下江里香氏

赤峰勝人さんの講演会を開催します
　太陽の光を元にして、命のエネルギーは、水や空気や大地、そして全て
の生き物たちの中を、いろいろに形を変えながら大きく循環しています。
　人間は、宇宙の循環から大きくはみ出してしまいました。自然の力を
もってしても、浄化できないものを作りすぎました。
　志布志なずなの会では、環境への負荷を減らし美しい地球を次の世代
に引き継ぐために「循環農法」を広め、誰もが安全でおいしい食べ物を
いただけて、健康で楽しく暮らす人があふれるまちを目指し活動してい
ます。
　このたび「ニンジンから宇宙へ」の著書でもおなじみの赤峰勝人さん
を講師に招き講演会を行います。赤峰さんは大分県臼杵市野津町で、無
農薬・無化学肥料の循環農法を確立し、全国に広めています。
　「無農薬野菜＝虫食い野菜ではありません。健康な土から育った無農
薬野菜は下葉のところぐらいしか食べられません。�害にあうのはせい
ぜい一割程度です」　「虫は、人間の代わりに危ない野菜を食べてくれて
いたわけです」など、今までの既成概念を覆す内容を楽しく、分かりや
すく論理的に話してくださいます。
　家庭菜園でなかなか上手に野菜が作れない、無農薬で野菜を作ってみ
たい等の答えが見つかるかもしれません。
　多くの市民の皆様のご出席をお待ちしております。

■日　時　12 月 13 日（土）
　　　　　開場 13:00　開演 13:30
■場　所　帖五区加工センター
■参加費　1,000 円（当日 1,500 円）

■問い合わせ先
　志布志なずなの会　℡ 472-3342
■後援　志布志市



志布志市長賞　　
標語の部 ３年
�道の部 ５年年
硬筆の部 １年年
志布志市議会議長賞
標語の部 ３年年
�道の部 ５年年
硬筆の部 １年年
大隅税務署長賞
標語の部 ２年
�道の部 ３年年
硬筆の部 ２年年
大隅地域振興局長賞
標語の部 ３年
�道の部 ５年年
硬筆の部 １年年

志布志市副市長賞
標語の部 ２年
�道の部 ６年年
硬筆の部 2年
志布志市教育長賞
標語の部 ３年
�道の部 ４年年
硬筆の部 １年年
志布志市税務課長賞

標語の部 ２年
３年

�道の部 ３年年
５年

硬筆の部 １年年
２年

　平成 20 年度「税を考える週間（11 月 11 �� 17 �）」に伴う硬筆・�道・標語作
品の入賞者が決定しました。
　今年は硬筆の部に531点、�道の部に816点、標語の部に254点の応募がありました。
　下記のとおり、入賞者を紹介します。なお、標語については来月号から「今月の納税」
コーナーで毎月紹介します。

志布志市長賞の作品

入選作品
部
門 氏　名 学		校		名 学年

標
語
の
部

２年
２年
２年
２年
２年

書
道
の
部

４年
５年
５年
６年
６年

硬
筆
の
部

１年
１年
２年
２年
２年
２年

納
税
が

明
る
い
未
来

照
ら
し
出
す

※今回の入賞作品は下記の日程で展示を行い
　ます。
●市役所本庁　　　　　11月11日（火）～14日（金）
●市役所松山支所　　　11月17日（月）～21日（金）
●市役所志布志支所　　11月25日（火）～28日（金）
●サンポートしぶしアピア
　　　　　　　　　11月29日（土）～12月７日（日）

C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

『税を
考える週間』

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給

　

老
齢
基
礎
年
金
の
本
来
の
支
給
開
始

年
齢
は
65
歳
か
ら
で
す
が
、
受
給
資
格
要

件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
60
歳
か
ら

65
歳
未
満
の
間
に
支
給
開
始
時
期
を
繰

上
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

繰
上
げ
た
場
合
は
、
繰
上
げ
請
求
を

し
た
月
に
応
じ
て
、
減
額
さ
れ
た
年
金

を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付
加
年
金
に
つ
い

て
も
同
様
に
扱
わ
れ
ま
す
。

■
支
給
開
始
月
に
つ
い
て　

繰
上
げ
請

求
を
行
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
減
額
率
に
つ
い
て　

請
求
し
た
月
に

応
じ
て
減
額
率
が
異
な
り
ま
す
。

■
繰
上
げ
請
求
を
す
る
場
合
の
注
意
点

①
繰
上
げ
請
求
に
よ
っ
て
減
額
さ
れ
た

年
金
額
は
、
65
歳
に
な
っ
て
も
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一
生
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
受
給
権
が
発
生
し
た
後
、
つ
ま
り
繰

上
げ
請
求
し
た
後
は
、
裁
定
請
求
の
取

消
し
又
は
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
受
給
権
が
発
生
し
た
後
は
、
原
則
と
し

て
、障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

④
受
給
権
者
は
国
民
年
金
に
任
意
加
入

で
き
ま
せ
ん
。

⑤
繰
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、
65
歳
に

な
る
ま
で
遺
族
厚
生
年
金
又
は
遺
族
共

済
年
金
は
併
給
で
き
ま
せ
ん
。（
65
歳

以
降
は
併
給
さ
れ
ま
す
。）

⑥
振
替
加
算
に
つ
い
て
は
、
65
歳
か
ら

減
額
さ
れ
ず
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

ね
ん
き
ん
特
別
便
の
確
認
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
10
月
を
も
ち
ま
し
て
、
全

て
の
年
金
受
給
者
及
び
現
役
加
入
者
の

皆
様
へ
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
発
送

が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
回
答
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
回
答
票
を

ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

扶
養
親
族
等
申
告
書
に
つ
い
て

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所

得
」
と
し
て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
齢
年
金
に
か
か
る

所
得
税
は
、
年
金
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
ま

す
。（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
は
非
課
税

所
得
の
た
め
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。）

　

毎
年
10
月
下
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的
年

金
等
の
受
給
者
の
扶
養
親
族
等
申
告

書
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
的

年
金
等
控
除
な
ど
の
各
種
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
老
齢
（
退
職
）

を
事
由
と
し
て
受
け
取
る
年
金
額
が

１
０
８
万
円
以
上
（
65
歳
以
上
の
方
は

１
５
８
万
円
以
上
）
の
方
に
送
付
さ
れ

ま
す
。（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
を
受

け
て
い
る
方
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

提
出
期
限
は
12
月
１
日
で
す
。
提
出
期

限
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
い
と
、
平
成
20
年

２
月
支
払
期
の
年
金
か
ら
各
種
控
除
が
受

け
ら
れ
ず
、所
得
税
の
源
泉
徴
収
額
が
多

く
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
鹿
屋
社
会
保

険
事
務
所
（
電
話
０
９
９
４
ー

42
ー

５
１
２
１
）
か
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

（
電
話
０
５
７
０
ー
05
ー
１
１
６
５
）
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。
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今月の納税 納付期限　12 月 1 日（月）　     口座振替日　11 月 25 日（火）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（7 期）　介護保険料（7 期）　後期高齢者医療保険料（7 期）　固定資産税（4 期）

ご
存
じ
で
す
か「
税
を
考
え
る
週
間
」

�

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税
を
考

え
る
週
間
」
で
す
。

　

税
金
は
、
私
た
ち
国
民
が
健
康
で
豊
か

な
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
活
動
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財

産
で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
国
民
生
活
に

深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税
に
つ
い

て
、そ
の
意
義（
必
要
性
）及
び
役
割（
使
途
）

や
税
務
行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
皆
様
に
、
税

の
仕
組
み
や
目
的
を
考
え
て
、
国
の
基
本

と
な
る
税
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、「
Ｉ
Ｔ
化
・
国
際
化
と
税
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、経
済
活
動
の
Ｉ
Ｔ
化
・

国
際
化
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
・
経
済
情

勢
の
変
化
に
伴
う
税
務
行
政
の
変
化
に
伴

う
税
務
行
政
の
様
々
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
広
報
・
広
聴
活
動
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
期
間
、
給
与
所
得
者
や
主

婦
、児
童
・
生
徒
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
租

税
教
室
」
の
開
催
な
ど
、
税
を
身
近
な
も

の
と
し
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行

事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
「
租
税
教
室
」
の
開
催
希
望
は
、
大
隅

税
務
署
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
隅
税
務
署

　

℡
０
９
９
ー
４
８
２
ー
０
０
０
７

電
話
に
よ
る
税
務
相
談
の

　
　
　
　
　
　
　

集
中
化
に
つ
い
て

　

11
月
４
日
か
ら
、
納
税
者
の
方
か
ら
の

電
話
に
よ
る
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相

談
が
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
集
中
化

に
な
り
ま
し
た
。

　

税
務
署
の
代
表
電
話
に
お
か
け
い
た
だ

い
た
電
話
は
、
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。

■
電
話
料
金
に
つ
い
て
は
、
お
か
け
に
な

　

っ
た
税
務
署
ま
で
の
通
話
料
金
で
ご
利

　

用
い
た
だ
け
ま
す
。

■
具
体
的
な
書
類
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

　

る
よ
う
な
個
別
的
な
ご
相
談
は
、
事
前

　

に
ご
予
約
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
税
務

　

署
の
担
当
部
門
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
大
隅
税
務
署
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
隅
税
務
署

　

℡
０
９
９
ー
４
８
２
ー
０
０
０
７

■問い合わせ先　本�税務課　℡ 474-1111（内線 141）　松山支所市民課　℡ 487-2111（内線 230）　志布志支所税務課　℡ 472-1111（内線 221）
　　　　　　　　県税に関するものにつきましては、大隅地域振興局県税課（鹿屋）℡ 0994-43-3121 まで。

固
定
資
産
税

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

■
償
却
資
産
と
は

　

会
社
や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を

経
営
し
て
い
る
方
や
、
駐
車
場
や
ア

パ
ー
ト
な
ど
を
貸
し
付
け
て
い
る
方

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る

構
築
物
・
機
械
・
工
具
・
器
具
・
備
品

等
の
固
定
資
産
税
を
償
却
資
産
と
い

い
、
土
地
・
家
屋
と
同
じ
よ
う
に
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
鉱
業
権
・
漁
業
権
・
特
許

権
な
ど
の
よ
う
な
無
形
固
定
資
産
、
自

動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
自

動
車
・
ト
ラ
ク
タ
ー
等
は
課
税
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

　

尚
、「
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る
」

と
は
、
所
有
者
が
そ
の
償
却
資
産
を
自

己
の
営
む
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
場

合
だ
け
で
な
く
、
事
業
と
し
て
他
人
に

貸
し
付
け
る
場
合
も
含
め
ま
す
。

　

申
告
期
限
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成

21
年
１
月
31
日
（
土
・
日
・
祝
日
の
場

合
は
、
翌
開
庁
日
）
ま
で
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

■
申
告
の
流
れ

　

12
月
中
旬
（
申
告
書
発
送
）　　
　

　

１
月
31
日
迄
（
申
告
書
提
出
）

　

5
月
中
旬
（
納
付
書
発
送
）

※
平
成
18
年
度
か
ら
国
税
資
料
の
閲
覧

が
可
能
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
か
ら
、
申
告
書
を
発
送
す
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

志
布
志
市
役
所　

税
務
課　

固
定
資
産

税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
償
却
資
産
の
種
類
と
具
体
例

　

主
な
償
却
資
産
の
例
示

構　築　物

ネ
オ
ン
サ
イ
ン
・
屋
上
看
板
等
の

広
告
設
備
・
舗
装
路
面
（
駐
車
場

舗
装
）・
庭
園
・
門
・
塀
・
緑
�

施
設
等
の
外
溝
工
事
・
そ
の
他
土

地
に
定
着
�
る
土
木
設
備
・
電
気

設
備
・
給
排
水
設
備
・
衛
生
設
備
・

消
火
設
備
・
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・

店
舗
内
装
設
備
等
の
う
ち
固
定
�

�
税
に
つ
�
て
家
屋
�
し
て
取
�

扱
�
な
�
っ
た
も
の�

等

機械及び装置

工
作
機
器
・
木
工
機
器
・
印
刷
機

械
・
土
木
建
設
機
械
・
食
品
製
造

加
工
設
備
・
ト
ラ
ク
タ
ー
（
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
�
）
等
の
農
業
�

機
械
・
そ
の
他
各
種
製
造
設
備
等

の
機
械
及
び
装
置�

等

船泊

貨
物
船
・
客
船
・
ボ
ー
ト�

等

航空機

飛
行
機
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
グ

ラ
イ
ダ
ー�

等

車両及び
　　運搬具

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
の
大
型
特
殊

自
動
車
・
そ
の
他
�
搬
車
（
自
動

車
税
・
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象

�
な
る
も
の
は
該
当
し
ま
せ
�
。）

工具、器具
　　　及び備品

パ
ソ
コ
ン
・
陳
列
ケ
ー
ス
・
医

療
機
器
・
測
定
工
具
・
�
型
・

理
容
及
び
美
容
機
器
・
エ
ア
コ

ン
・
応
接
セ
ッ
ト
等
の
家
具
・

ビ
デ
オ
機
器
・
カ
ラ
オ
ケ
等
音

響
機
器
・
自
動
販
売
機�

等

固定資産税：償却資産一部改正について
　平成 20 年 9 月 22 日に償却資産に伴う耐用年数が 330 区分から 55 区分へ改正され、今まで細かく分けられていた耐用年数が、
大きくまとまりました。
　なお、この改正による耐用年数に応じた定率法による減価率、減価残存率は変わることがございません。
■問い合わせ先　本�税務課固定資産税�　℡ 474-1111（内線 156）
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年
金
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報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）
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農家緊急対策特別資金利子補給制度について
　燃料、購入飼料及び肥料等の高騰に伴い農業経営が厳
しくなっている現状を踏まえ、市は、そお鹿児島農業協
同組合並びにあおぞら農業協同組合が新たに制定した農
家緊急対策特別資金に対して 2.5％以内の利子補給により
農業者の支援を行うこととしました。
　当該資金の融資期間は、平成 20 年 10 月 1 �から平成
22 年 3月 31 �までとなっています。
　農家緊急対策特別資金の詳細及び借入れ申込み等につ
きましては、最寄りの農協の融資窓口にご相談ください。
■問い合わせ先　市役所農政課　℡ 474-1111（内線 425）

平成 21 年度版農業日誌及び新農家暦の斡旋について
　楽しく読みながら、農作業や�々の生活を綴る農業�
誌の斡旋をします。
■農業�誌　１冊　		１，３００円
■新農家暦　１冊　　　４００円
■申込み期限　11 月 28 �（金）まで
■申込み・問い合わせ先
　市役所農政課農政係　　℡ 474-1111（内 425）
　志布志支所産業振興室　℡ 472-1111（内 411）
　松山支所産業振興室　　℡ 487-2111（内 231）
※代金は、農業�誌配布時にお願いします。

廃
農
薬
及
び
廃
缶
の

　
　
　
　
　

回
収
に
つ
い
て

　

今
回
は
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回

収
に
加
え
て
廃
農
薬
及
び
廃
缶
の
回
収

を
行
い
ま
す
。

■
日
時　

12
月
３
日
（
水
）

　
　
　
　

9
時
～
12
時　

13
時
～
15
時

（
雨
天
の
場
合
は
、
順
延
し
ま
す
。
そ

の
場
合
、
有
線
放
送
・
防
災
無
線
等
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
）

■
場
所

●
松
山
地
区

　

そ
お
鹿
児
島
農
協
選
果
場
（
泰
野
）

●
志
布
志
地
区

　

志
布
志
市
農
業
公
社（
志
布
志
事
業
所
）

●
有
明
地
区

　

あ
お
ぞ
ら
農
協
野
神
FA
茶
工
場

※
た
だ
し
、
廃
農
薬
だ
け
は
松
山
、
志

布
志
地
区
の
方
も〝
あ
お
ぞ
ら
農
協
野
神

FA
茶
工
場
〟に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
印
鑑
と
現
金
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

■
廃
農
薬
に
つ
い
て

■
対
象

　

有
効
期
限
切
れ
農
薬
で
使
用
す
る
見

込
み
の
な
い
も
の
、
登
録
が
失
効
し
た

も
の
な
ど
、
農
家
の
皆
様
が
廃
棄
を
希

望
す
る
農
薬
を
回
収
処
理
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
薬
以
外
の
も
の
が
混
入

し
た
り
液
漏
れ
し
て
い
る
場
合
は
、
原

則
回
収
し
ま
せ
ん
。

■
処
理
料
金

農
薬
種
類

単 

価

粉
剤
、
粒
剤
、
水
和
剤

２
１
０
円
／
kg

乳
剤

２
１
０
円
／
kg

銅
、
亜
鉛
、
塩
素
酸
塩

４
２
０
円
／
kg

テ
ロ
ン
等
土
壌
消
毒
剤

８
４
０
円
／
kg

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン

１
０
５
０
円
／
kg

ス
プ
レ
ー
缶
中
身
入
、

カ
フ
ェ
ー
ム
缶

１
０
５
０
円
／
kg

空
容
器
（
ガ
ラ
ス
）

２
１
０
円
／
kg

空
容
器
（
金
属
）

２
１
０
円
／
kg

そ
の
他

随　

時

■
廃
缶
に
つ
い
て

■
対
象

　

ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
、
テ
ロ
ン
等
の
廃

缶
（
鉄
製
）
で
残
液
・
残
臭
処
理
済
み

の
も
の
で
す
。

　

廃
缶
や
ボ
ト
ル
の
中
の
薬
剤
は
で
き

る
限
り
使
い
切
り
、
完
全
に
臭
気
を
抜

い
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
業
者
に
直
接
持
ち
込
ん
だ
方

が
割
安
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
コ
ー
ケ
ン
サ
ー

ビ
ス

(有)　

℡
４
７
２
ー
３
４
４
４
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
政
課
生
産
流
通
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
３
）

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
お
知
ら
せ

■
散
水
器
具
取
扱
い
説
明
会
に
つ
い
て

　

畑
か
ん
の
水
利
用
の
た
め
の
散
水
器

具
取
扱
い
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ま
た
、
東
部
、
南
部
地
区
に
限
ら
ず
都

合
の
良
い
日
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
曽
於
東
部
地
区（
松
山
町
・
志
布
志
町
）

■
日
時　

11
月
20
日
（
木
）、21
日
（
金
）

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所

　

松
山
町
尾
野
見
論
田
１
４
３
３
ー
3
の
畑

（
尾
野
見
地
区
調
整
池
、加
圧
ポ
ン
プ
場
近
く
）

■
曽
於
南
部
地
区
（
有
明
町
）

■
日
時　

11
月
下
旬
を
予
定

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

■
場
所　
有
明
町
野
神
鍋
１
２
３
８
３
の
１
の
畑

（
ケ
イ
シ
ー
ラ
イ
ナ
ー
の
近
く
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
農
政
課
畑
か
ん
推
進
室 

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

　
　
　
　
　
　

推
進
月
間
で
す

～
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～

　

言
葉
に
で
き
な
い
子
ど

も
の
悲
鳴
を
見
な
い
、
聞

か
な
い
、
も
虐
待
で
す
。

　

ひ
と
り
で
、
ま
た
ひ
と
つ
の
機
関
で

は
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。「
あ
な
た
」
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
員
で
す
。
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
守
る
た
め
に
協
力
し
て
下
さ
い
。

■
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
機
関

　

児
童
相
談
所
・
福
祉
事
務
所
・
市
町

村
・
保
健
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

民
生
・
児
童
委
員
・
保
育
所
・
幼
稚
園
・

医
療
機
関
・
学
校
・
警
察
・
児
童
・
福

祉
施
設
・
民
間
の
相
談
機
関
・
地
域
の

住
民
な
ど
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
、「
虐

待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が

い
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
児
童

相
談
所
や
市
町
村
の
窓
口
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
（
通
告
）
し
て
く

だ
さ
い
。

　

通
告
は
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
も
の

で
す
。
志
布
志
市
で
は
、平
成
19
年
度
、

20
年
度
９
月
末
ま
で
だ
け
で
も
24
件
の

通
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

勇
気
を
出
し
て
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
連
絡
し
た
人
が
特

定
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
ぐ
く
み
ラ
ン
ド

　

℡
４
７
２
ー
８
９
９
３
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■点灯式　11 月 29 日（土）　午後 6 時 00 分～
　　　　　（イベントは午後 1 時からです）
■場　所　鉄道記念公園（アピア隣）
■点　灯　午後 6 時～深夜 12 時　1 月 11 日まで
■問い合わせ先　志布志市商工会　℡ 472-1108

今年も 12 万球のイルミネーションが〝しぶし〟の夜を彩ります

市
戦
没
者
追
悼
式
の
ご
案
内

　

太
平
洋
戦
争
等
に
殉
ぜ
ら
れ
た
本
市

出
身
の
戦
没
者
に
対
し
ま
し
て
、
追
悼

の
誠
を
さ
さ
げ
る
た
め
、
平
成
20
年
度

志
布
志
市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
し
ま

す
。

　

遺
族
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
の

皆
様
方
の
多
数
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
す

よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

受
付　

午
前
９
時
30
分

　
　
　
　

開
式　

午
前
10
時

■
場
所　

志
布
志
市
文
化
会
館
ホ
ー
ル

■
そ
の
他　

戦
没
者
追
悼
式
の
所
要
時

間
は
、
約
１
時
間
で
す
。
ま
た
、
追
悼

式
終
了
後
、
自
衛
隊
音
楽
隊
の
演
奏
会

が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
せ
先

　

志
布
志
市
役
所
福
祉
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
６
０
）

県
移
動
援
護
相
談
が
行
わ
れ
ま
す

　

鹿
児
島
県
で
は
、
平
成
20
年
度
移
動

援
護
相
談
を
大
崎
町
で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す

る
特
別
給
付
金
、
遺
族
年
金
、
旧
軍
人

等
の
恩
給
や
扶
助
料
、
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
の
特
別
慰
労
品
贈
呈
事
業
な

ど
の
手
続
き
に
関
す
る
疑
問
等
に
つ
い

て
、
県
庁
社
会
福
祉
課
の
職
員
が
直
接

皆
様
の
ご
相
談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

　

日
程
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

■
日
付　

11
月
27
日
（
木
）

■
時
間　

午
前
11
時
～
午
後
２
時
30
分

　
　
　
　
（
受
付
は
午
後
２
時
ま
で
）

■
場
所　

大
崎
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
（
大
崎
町
役
場
隣
）
集
団
指
導
室

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
社
会
福
祉
課
恩
給
係

　

℡
０
９
９
ー
２
８
６
ー
２
８
２
８

※
な
お
、
相
談
内
容
に
関
す
る
資
料
を

何
か
お
持
ち
の
場
合
は
、
当
日
ご
持
参

下
さ
い
。

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

■
年
末
調
整
や
所
得
税
・
住
民
税
の
申

告
を
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ

～
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
の

障
害
者
控
除
に
つ
い
て
～

　

市
の
福
祉
事
務
所
が
発
行
す
る
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
添
付
し

て
年
末
調
整
や
所
得
税
・
住
民
税
の
申

告
を
す
る
と
、
障
害
者
ま
た
は
特
別
障

害
者
に
準
ず
る
者
と
し
て
、
本
人
ま
た

は
そ
の
扶
養
者
が
障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
は
、
市
内
に
住
所
が
あ

る
65
歳
以
上
で
要
介
護
（
支
援
）
認
定

を
受
け
た
方
が
、
障
害
者
手
帳
は
所
持

し
て
い
な
い
が
、
寝
た
き
り
や
認
知
症

の
状
態
な
ど
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当

し
「
障
害
者
に
準
ず
る
人
」
と
し
て
認

め
ら
れ
た
場
合
に
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

認
定
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
福
祉
事
務
所
（
本
庁 

福
祉
課
）
と

各
支
所
福
祉
課
窓
口
に
申
請
書
を
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
、
記
入
・
押
印
の
う

え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
認
定
書
の

発
行
に
は
、
ま
ず
申
請
が
必
要
で
す
。）

　

な
お
、
申
告
の
結
果
本
人
ま
た
は
扶

養
者
が
非
課
税
で
あ
る
場
合
や
、
す
で

に
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
で
障
害

者
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
二
重
に
控

除
は
受
け
ら
れ
な
い
た
め
、
認
定
書
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
福
祉
事
務
所
（
本
庁 

福
祉
課
内
）

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
１
７
３
）

●
松
山
支
所 

福
祉
課 

福
祉
係

　

℡
４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
線
２
７
１
）

●
志
布
志
支
所 

福
祉
課 

福
祉
係

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
０
１
）

農
業
委
員
の
繰
上
補
充
当
選

　

平
成
20
年
10
月
30
日
付
け
で
、
農
業

委
員
会
有
明
選
挙
区
の
委
員
欠
員
に
よ

る
繰
上
補
充
当
選
人
が
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
18
年
３
月
19
日
執
行

の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
有
明
選
挙
区

に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
委
員
に
欠
員
が

生
じ
た
た
め
、
繰
り
上
げ
補
充
が
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

任
期
は
、
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

　

農
地
や
農
業
者
年
金
に
関
す
る
相
談

は
、
農
業
委
員
や
農
業
委
員
会
事
務
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
当
選
人　

鉾
立
義
人（
有
明
選
挙
区
）

配
送
車
及
び
厨
房
備
品
等
の

払
い
下
げ
に
つ
い
て

　

志
布
志
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で

は
、
旧
施
設
の
配
送
車
及
び
厨
房
備
品

等
の
払
い
下
げ
説
明
会
を
左
記
の
内
容

に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

■
内
容　

配
送
車
及
び
厨
房
備
品
等

■
参
加
資
格

●
市
内
に
住
所
を
有
し
、在
住
し
て
い
る
者

●
市
内
に
本
社
・
本
店
を
置
く
法
人

●
市
税
等
に
未
納
の
な
い
者

■
説
明
会
期
日　

11
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時

■
集
合
場
所
（
香
月
小
学
校
隣
）

　
　
　

旧
志
布
志
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
説
明
会
場　

旧
志
布
志
及
び
旧
有
明

　
　
　
　
　
　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
払
い
下
げ
実
施
日　

12
月
上
旬

※
払
い
下
げ
申
し
込
み
が
重
複
し
た
物

品
等
に
つ
い
て
は
、
競
争
に
よ
る
売
却

と
す
る
。

※
説
明
会
に
参
加
さ
れ
な
い
場
合
、
後

日
開
催
予
定
の
払
い
下
げ
に
参
加
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
立
学
校
食
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
４
ー
０
３
６
６
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市
報
し
ぶ
し
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。
広
告
枠
数
は
毎
月

８
枠
以
内
と
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
�

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
広

告
掲
載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
�
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）



市役所本庁舎に売店ができました。切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 � 15:00 営業）閉庁�は休みです。
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■基本料金だけの水道利用者の皆様へ　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、基本料金が発生し
ます。休止の手続きをされますと、水道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。又、休止されていた
水道を使用される場合は、1000 円で開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

海上保安�の緊急通報番号１１８番

　海上保安庁は、皆様からの海難救助要�や海上犯罪に関
する情報提供などを目的として、局�なしの「１１８�」
を緊急通報�号として開設しています。
海に関する事件・事故等は、１１８�へ！
●灯りをつけていない船がいます。
●海にゴミを捨てている人がいます。
●灯台の灯りが消えています。●沖から帰れなくなりました。
●転覆している船がいます。　●船と船が衝突しています。
●人が溺れています。　　　　●船の中で怪我をしました。
●車が海に�ちました。　　		●海に油が浮いています。
 問い合わせ先　第十管区海上保安本部 警備救難部
　℡ 099-250-9800
　URL=http://www.kaiho.mlit.go.jp/10kanku/

ねえみんな、この金額に目を留めて！
鹿児島県の最低賃金が10月18日より改正されました
鹿児島県最低賃金
（地域別最低賃金）

最低賃金額（時間額） 効力発生�
６２７円 平成20年10月18�

※県内の全ての労働者に適用されますが、産業別最低賃金の対
象産業に該当する場合は、その産業別最低賃金が適用されます。
※最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労
働者に適用され、使用者は労働者に対して最低賃金額以上
の賃金を支払わなくてはなりません。
 問い合わせ先　鹿児島労働局　　℡ 099-223-8881
　　　　　　　 http://www.kagoshima.plb.go.jp/

元プロ野球選手の入
いりきさとし

来智氏講演会を開催します

　曽於地区ソフトボールスポーツ少年団連絡協議会が主催
する平成 20 年度ソフトボール教室に都城市出身で鹿児島
実業から社会人野球を経て、近鉄バッファローズや東京読
売ジャイアンツ、ヤクルトスワローズで活躍されました入
来智
さとし

元選手を講師に迎え開催されます。
　興味関心のある方は、見学は自由ですので、ご来場お待
ちしております。
■�時　12 月 7�（�）　9:00 � 12:00
　（講演会は 10 時 30 分から 12 時の予定です）
■場所　志布志市武道館　■内容　�ED研修、講演
※駐車場に限りがありますので、なるべく乗り合わせでご来場
　ください。武道館に入場の�は上履きをご持参ください。
 問い合わせ先　曽於地区ソフトボールスポーツ少年団連絡協議会
　　　　　　   事務局長　若松　孝弘　℡ 090-2715-0354

12 月 10 日から 16 日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です

　平成 18 年 6 月に、北朝鮮当局による人権侵害問題に関
する国民の認識を深めるとともに、国�社会と連携しつつ
北朝鮮当局による人権侵害問題の実態を解明し、その抑止
を図ることを目的として「拉致問題その他北朝鮮当局によ
る人権侵害問題への対処に関する法律」が施行されました。
　北朝鮮当局による人権侵害問題に対する認識を深めましょう。

コスモスが見ごろを迎えました

　野井倉開田にある「野井倉
南部保全協議会」のコスモス
が 11月中は見ごろです。ぜひ、
志布志市の新しい秋の風物詩を
お楽しみください。また、11
月 16 �（�）にはイベントも
開催します。
　ぜひ、遊びに来てください。
 問い合わせ先　市役所農政課　℡ 474-1111（内線 426）
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県共催不動産無料相談会のお知らせ

鹿児島県宅地建物取引業協会では毎年、県と共催して無料
相談会を行っております。当�は弁護士や税理士、司法�
士、土地家屋調査士、行政�士の専門相談員などが不動産
に関する相談に応じます。お気軽にご相談ください。
　相談は無料で秘密は固く守られます。
■�時　11 月 20 �（木）　10:00 � 15:00
■場所　鹿屋市役所 6Ｆ
 問い合わせ先　鹿児島県宅地建物取引業協会大隅支部
　　　　　　　　　℡ 0994-43-0436

世界のクリスマス「お菓子の家づくり」参加者募集

　いろいろな国の人たちといっしょにお菓子の家を作って
クリスマスを楽しみましょう。ご友人、ご家族連れなどお
�い合わせの上ご参加ください。
■�時　12 月 14 �（�）14:00 � 16:00（受付 13:30）
■場所　カピックセンター
■定員　50 人（先�）　■材料費　500 円／人　　
■応募締切　12月5�（金）　■主催　鹿屋市国�交流協会
 問い合わせ・申込先
カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　℡ 0994-45-3288　Fax 0994-45-3258
　e-mail　kapic111@po3.synapse.ne.jp

志布志市青年団連絡協議会主催！
１・２・サンタ！ ２・２・サンタ！！青年サンタ！！！

　青年団では､ 今年のクリスマスにサンタク
ロースを呼びました｡ 3 歳から�学 3年生まで
のお子様のいる家庭（12 月 10 �までに申込み
のあった中から抽選のうえ20世帯）に伺います。
■�時　12 月 24 �（水）　19:00 � 21:00　　	（ＱＲコード）

※参加は無料ですが、プレゼントは各家庭で準備をお願いします。
 問い合わせ先　市教育委員会社会教育�　℡ 472-1111（内線 336）

自衛官の募集について

■募集種目　２等陸・海・�士（男子のみ）
■資格　18 歳以上 27 歳未満の者	
■受付期間　11月 25�まで　■試験�　11月 29�	（土）
	問い合わせ先　自衛隊大隅地域事務所　℡ 482-1405

五日市剛氏鹿屋アンコール講演会

■日時　11 月 30 日（日）　12:00 開場　12:00 開演
■会場　鹿屋市文化会館（託児所有）
■入場料　前売り券 2,000 円（当日券 2,500 円）
■問い合わせ先　ありがとう実行委員会　℡ 090-9727-8007

五�市さんがイスラエルを旅行し
たときのお婆さんとの不�議な出
会いなど「言葉が人生をつくる」
をあらためて実感できる貴重な講
演です。

11月
12月

16日 山口内科（内科） ℡473-1188
  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
23日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
24日 大山病院（内科） ℡472-1400
  はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
30日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
７日 大山病院（内科） ℡472-1400
  はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
14日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
21日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  みやしたひふ科（皮膚科） ℡478-0370
23日 山口内科（内科） ℡473-1188
  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107

11月・12月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

11月

12月

■松山地区　
11 月	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049
12 月	 イ�ダ	 	 ℡ 487-8771
■志布志地区
11 月 11 �� 11 月 17 �	 高吉組	 ℡ 472-0721
11 月 18 �� 11 月 24 �	 崎田建設	 ℡ 473-0050
11 月 25 �� 12 月 １ �	 志布志水道	 ℡ 472-3540
12 月 ２ �� 12 月 ８ �	 山本組	 ℡ 472-1101
12 月 ９ �� 12 月 15 �	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
12 月 16 �� 12 月 22 �	 高吉組	 ℡ 472-0721
■有�地区
11 月 ９ �� 11 月 15 �	 有徳設備�業	 ℡ 475-1596
11 月 16 �� 11 月 22 �	 郡山�業	 ℡ 475-0008
11 月 23 �� 11 月 29 �	 西江建設	 ℡ 474-2113
11 月 30 �� 12 月 ６ �	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
12 月 ７ �� 12 月 13 �	 有徳設備�業	 ℡ 475-1596
12 月 14 �� 12 月 20 �	 郡山�業	 ℡ 475-0008

水道修繕当番店
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震
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６
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Ｔ
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速
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か
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用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。



志布志市くらしのカレンダー

ポリオ生ワクチン投与（13:30～14:00受付  有明改善センター）

法律相談（13:00～15:00 本庁3F会議室）
心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

女性支援相談（13:00～17:00有明改善センター）
消費生活無料相談会（14:00～16:00 松山支所（22㌻参照））

廃農薬及び廃缶の回収（39㌻参照）
三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）

母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）

2911/13

14

創年市民大学修学旅行（～16日 25㌻参照）

30

15 12/1

16

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

2

17

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談所（10:00～15:00 老人福祉センター）

安楽校区ふれあい移動市長室（19:00～ 安楽地区公民館）

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）

育児相談（10:30～12:00 健康ふれあいプラザ）

3
18

心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）

4

5

特設人権相談所（10:00～15:00
　市民センター・志布志支所５階・泰野地区公民館）

2歳児歯科健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

2歳児・5歳児歯科健診（13:00～13:30受付 有明改善センター）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所福祉課窓口）

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
創年市民大学「中村修」（18:50～ 市文化会館 25㌻参照）

行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）
団塊世代講座（19:00～21:00 市文化会館 23㌻参照）

年金移動相談所開設（10:00～15:00 本庁別館1階B会議室）

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）

育児学級（9:30～10:00受付 健康ふれあいプラザ）
育児相談（10:30～12:00健康ふれあいプラザ） 

6

(土)

7

(日)

8

(月)

9

(火)

10

乳児健康診査/BCG予防接種
　　　　（13:00～13:30受付健康ふれあいプラザ）

11

12

両親学級（9:30～9:40受付 市子育て支援センター）

13

14

母子手帳交付（13:30～16:30本庁保健課窓口）

子育て講座（矢野大和先生）（15:00～17:00 市文化会館2階）
心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）
消費生活無料相談会（14:00～16:00 本庁（22㌻参照））

ポリオ生ワクチン投与（13:00～13:30受付 やっちくふれあいセンター）
心配ごと相談所（10:00～15:00 市民センター有明）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室）

19

1歳6か月健康診査/麻疹風疹混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付健康ふれあいプラザ）

20

(木)

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

21

(金)

第3回志布志市社会福祉大会（9:30～ 市文化会館 35㌻参照）22

(土)

勤労感謝の日
23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(日)

振替休日24

ポリオ生ワクチン投与（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）
25

1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）

心配ごと相談所（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

香月校区ふれあい移動市長室（19:00～ 香月地区公民館）

年金移動相談所開設（10:00～15:00 志布志支所5F会議室）
創年市民大学「島村菜津」（18:00～ 市文化会館 25㌻参照）
消費生活無料相談会（14:00～16:00 志布志支所（22㌻参照））

育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）
母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所福祉課窓口）

26

ポリオ生ワクチン投与（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）27

28
3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

※志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。

日曜当番医は41ページに掲載しています

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 �地
℡	099-474-1111　F�x	099-474-2281　E-��il=info�city.shibushi.l�.jp　URL=http://www.city.shibushi.l�.jp
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ま
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。
▼
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。
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。
▼
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場
し
、
い
よ
い
よ
年

末
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
も
多
い
で
す
の
で
、
皆
様
も
か
ぜ
等
ひ
か

な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
山
本
）

　

11
月
・
12
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

11
月
23
日
（
９
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

11
月
18
日
、
30
日
、
12
月
12
日
、
24
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵（
山
重
芝
用
国
道
沿
）

　

毎
週
日
曜
日
（
11
時
～
14
時
）

漁
協
直
売
店
び
ろ
う
は
も
市（
し
ぶ
し
ア
ピ
ア
）

　

第
２
・
４
日
曜
日
（
10
時
～
16
時
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・エ
プ

ロ
ン

ロ
ー

ド・ハ
ー

テ
ィ

ー
志

布
志

店・ニ
シ

ム
タ

志
布

志
店

・ホ
ー

ム
マ

ン
北

山・ス
ー

パ
ー

ぬ
き

ざ
こ

Nukk店・さ
ん

ふ
ら

わ
あ

待
合

室
・Ａ

コ
ー

プ
あ

お
ぞ

ら
店・ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
JA有

明
西

部
店・あ

お
ぞ

ら
一

丁
目

・ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

安
藤・ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
伊

﨑
田・サ

ン
ポ

ー
ト

し
ぶ

し
ア

ピ
ア

・道
の

駅『
松

山（
村

留
ダ

チ
ョ

ウ
牧

場
）』・タ

イ
ヨ

ー
志

布
志

店・サ
ン

キ
ュ

ー
西

志
布

志
店・ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
志

布
志

北
店・フ

ァ
ミ

リ
マ

ー
ト

志
布

志
見

帰
店


